
(57)【要約】

【課題】スペックルノイズを除去する画像処理装置を提

供する。

【解決手段】　超音波プローブから複数のステア角度(

例えばθ1、θ2、θ3とする)で超音波を送信し、対象物

からの反射信号に基づいて画像を生成する画像処理装置

であって、ステア角度θ1、θ2、θ3毎に、反射信号の

うち指定された周波数帯域の信号に基づいて画像を生成

する画像生成部１０４と、生成されたステア角度毎の画

像を合成して合成画像を得る画像合成部１０６と、ステ

ア角度のうち少なくとも２つのステア角度について異な

る周波数帯域を指定する周波数帯域選択部１０５とを備

える。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ か ら 超 音 波 を 送 信 し 、 対 象 物 か ら の 反 射 波 か ら 生 成 さ れ る 反 射 信 号 に 基
づ い て 画 像 を 生 成 す る 画 像 処 理 装 置 で あ っ て 、
　 反 射 信 号 に お け る 少 な く と も ２ つ の 周 波 数 帯 域 を 指 定 す る 指 定 手 段 と 、
　 反 射 信 号 の う ち 指 定 さ れ た 周 波 数 帯 域 の 信 号 に 基 づ い て 周 波 数 帯 域 毎 に 画 像 を 生 成 す る
生 成 手 段 と 、
　 生 成 さ れ た 周 波 数 帯 域 毎 の 画 像 を 合 成 す る 合 成 手 段 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 合 成 手 段 は 、 生 成 手 段 に よ っ て 周 波 数 帯 域 毎 に 生 成 さ れ た 画 像 の 個 数 を Ｍ 、 各 画 像
の 画 素 数 を Ｎ 、 生 成 さ れ た 画 像 の う ち ｍ 番 目 の 画 像 の ｉ 番 目 の 画 素 値 を ｆ ＿ ｍ （ ｉ ） 、 ｆ
＿ ｍ （ ｉ ） が 取 り う る 値 を 超 え な い 値 を Ｓ と し て 、 合 成 画 像 の ｉ 番 目 の 画 素 値 ｆ ＿ ｇ （ ｉ
） を （ 式 １ ） に 示 す 画 素 値 演 算 に 従 っ て 合 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 画 像 処
理 装 置 。
　 （ 式 １ ） ｆ ＿ ｇ （ ｉ ） ＝ Ｓ － Ｍ ／ （ （ １ ／ （ Ｓ － ｆ ＿ ０ （ ｉ ） ） ） ＋ （ １ ／ （ Ｓ － ｆ ＿
１ （ ｉ ） ） ） ＋ … ＋ （ １ ／ （ Ｓ － ｆ ＿ （ Ｍ － １ ） （ ｉ ） ） ） ）
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 画 像 処 理 装 置 は さ ら に
　 生 成 手 段 に よ っ て 生 成 さ れ た 複 数 の 画 像 に 基 づ い て 輪 郭 を 含 む 第 １ の 領 域 と 、 そ れ 以 外
の 領 域 と を 判 別 す る 領 域 判 別 手 段 を 備 え 、
　 前 記 合 成 手 段 は 、 生 成 手 段 に よ り 生 成 さ れ た 複 数 の 画 像 に 対 し て 第 １ の 領 域 内 の 画 素 に
つ い て は 第 １ の 合 成 演 算 を 、 第 １ の 領 域 以 外 の 領 域 内 の 画 素 に つ い て は 第 １ の 合 成 演 算 と
は 異 な る 演 算 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 領 域 判 別 手 段 は 、
　 生 成 手 段 に よ っ て 生 成 さ れ た 各 画 像 に つ い て 画 素 単 位 に 閾 値 判 定 を 行 う 閾 値 判 定 手 段 と
、
　 前 記 画 像 毎 の 閾 値 判 定 の 結 果 の 論 理 和 を と る こ と に よ り 第 １ の 領 域 と そ れ 以 外 の 領 域 の
分 布 を 示 す 領 域 デ ー タ を 生 成 す る 領 域 デ ー タ 生 成 手 段 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 閾 値 判 定 手 段 は 、 輪 郭 近 辺 の 画 素 の 取 り う る 値 の 限 界 を 閾 値 と し て 閾 値 判 定 を 行 う
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 合 成 手 段 は 、
　 第 １ ～ 第 ４ の 演 算 部 の う ち 少 な く と も ２ つ の 演 算 部 と 、
　 第 １ の 領 域 内 の 画 素 に つ い て は 前 記 第 １ の 合 成 演 算 と し て 一 の 演 算 部 を 、 第 １ の 領 域 以
外 の 領 域 内 の 画 素 に つ い て は 第 １ の 合 成 演 算 と は 異 な る 演 算 と し て 他 の 演 算 部 を 、 領 域 デ
ー タ に 従 っ て 画 素 毎 に 選 択 し て 演 算 さ せ る 選 択 部 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ の 演 算 部 は 生 成 手 段 に よ り 生 成 さ れ た 複 数 の 画 像 に つ い て 最 大 値 を も っ て 画 素
を 合 成 し 、
　 前 記 第 ２ の 演 算 部 は 加 算 平 均 に よ り 画 素 を 合 成 し 、
　 前 記 第 ３ の 演 算 部 は 調 和 平 均 に よ り 画 素 を 合 成 し 、
　 前 記 第 ４ の 演 算 部 は 、 生 成 手 段 に よ っ て 複 数 の 画 像 の 個 数 を Ｍ 、 各 画 像 の 画 素 数 を Ｎ 、
生 成 さ れ た 画 像 の う ち ｍ 番 目 の 画 像 の ｉ 番 目 の 画 素 値 を ｆ ＿ ｍ （ ｉ ） 、 ｆ ＿ ｍ （ ｉ ） が 取
り う る 値 を 超 え な い 値 を Ｓ と し て 、 合 成 画 像 の ｉ 番 目 の 画 素 値 ｆ ＿ ｇ （ ｉ ） を （ 式 ２ ） に
示 す 画 素 値 演 算 に 従 っ て 合 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
　 （ 式 ２ ） ｆ ＿ ｇ （ ｉ ） ＝ Ｓ － Ｍ ／ （ （ １ ／ （ Ｓ － ｆ ＿ ０ （ ｉ ） ） ） ＋ （ １ ／ （ Ｓ － ｆ ＿
１ （ ｉ ） ） ） ＋ … ＋ （ １ ／ （ Ｓ － ｆ ＿ （ Ｍ － １ ） （ ｉ ） ） ） ）
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【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 複 数 の ス テ ア 角 度 で 超 音 波 を 送 信 し 、
　 前 記 指 定 手 段 は 、 前 記 複 数 の ス テ ア 角 度 の う ち 少 な く と も ２ つ の ス テ ア 角 度 に つ い て 、
異 な る 周 波 数 帯 域 を 指 定 し 、
　 前 記 生 成 手 段 は 、 前 記 ス テ ア 角 度 毎 に 、 反 射 信 号 の う ち 指 定 さ れ た 周 波 数 帯 域 の 信 号 に
基 づ い て 周 波 数 帯 域 毎 に 画 像 を 生 成 し 、
　 前 記 合 成 手 段 は 、 生 成 さ れ た ス テ ア 角 度 毎 の 画 像 を 合 成 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 指 定 手 段 は 、 複 数 の ス テ ア 角 度 の う ち 特 定 の ス テ ア 角 度 に 対 し て は 、 他 と 異 な る 周
波 数 帯 域 を 指 定 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 指 定 手 段 は 、 複 数 の ス テ ア 角 度 を 示 す 角 度 群 と ス テ ア 角 度 に 対 応 す る 周 波 数 帯 域 を
示 す 帯 域 群 と か ら な る 組 で あ っ て 、 少 な く と も 第 １ 、 第 ２ の 組 を 含 む 複 数 の 組 を 記 憶 す る
対 応 テ ー ブ ル を 有 し 、
　 前 記 画 像 処 理 装 置 は 、 対 応 テ ー ブ ル に 記 憶 さ れ た 一 つ の 組 内 の 角 度 群 に 基 づ い て 超 音 波
プ ロ ー ブ の ス テ ア 角 度 を 制 御 し 、
　 前 記 指 定 手 段 は 、 当 該 組 内 の 角 度 群 に 対 応 す る 帯 域 群 に 基 づ い て 各 ス テ ア 角 度 に 対 す る
周 波 数 帯 域 を 指 定 し 、
　 前 記 対 応 テ ー ブ ル は 、 前 記 第 １ の 組 に お け る 角 度 群 の ス テ ア 角 度 差 が 第 ２ の 組 に お け る
角 度 群 の ス テ ア 角 度 差 よ り も 小 さ い 場 合 、 第 １ の 帯 域 群 の 帯 域 差 が 第 ２ の 帯 域 群 の 帯 域 差
よ り も 大 き く な る よ う 設 定 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 合 成 手 段 は 、 生 成 手 段 に よ っ て ス テ ア 角 度 毎 に 生 成 さ れ た 画 像 の 個 数 を Ｍ 、 各 画 像
の 画 素 数 を Ｎ 、 生 成 さ れ た 画 像 の う ち ｍ 番 目 の 画 像 の ｉ 番 目 の 画 素 値 を ｆ ＿ ｍ （ ｉ ） 、 ｆ
＿ ｍ （ ｉ ） が 取 り う る 値 を 超 え な い 値 を Ｓ と し て 、 合 成 画 像 の ｉ 番 目 の 画 素 値 ｆ ＿ ｇ （ ｉ
） を （ 式 ３ ） に 示 す 画 素 値 演 算 に 従 っ て 合 成 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
　 （ 式 ３ ） ｆ ＿ ｇ （ ｉ ） ＝ Ｓ － Ｍ ／ （ （ １ ／ （ Ｓ － ｆ ＿ ０ （ ｉ ） ） ） ＋ （ １ ／ （ Ｓ － ｆ ＿
１ （ ｉ ） ） ） ＋ … ＋ （ １ ／ （ Ｓ － ｆ ＿ （ Ｍ － １ ） （ ｉ ） ） ） ）
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 画 像 処 理 装 置 は さ ら に
　 生 成 手 段 に よ っ て 生 成 さ れ た ス テ ア 角 度 毎 の 画 像 に 基 づ い て 輪 郭 を 含 む 第 １ の 領 域 と 、
そ れ 以 外 の 領 域 と を 判 別 す る 領 域 判 別 手 段 を 備 え 、
　 前 記 合 成 手 段 は 、 生 成 手 段 に よ り 生 成 さ れ た ス テ ア 角 度 毎 の 画 像 に 対 し て 第 １ の 領 域 内
の 画 素 に つ い て は 第 １ の 合 成 演 算 を 、 第 １ の 領 域 以 外 の 領 域 内 の 画 素 に つ い て は 第 １ の 合
成 演 算 と は 異 な る 演 算 を 行 う
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 領 域 判 別 手 段 は 、
　 生 成 手 段 に よ っ て 生 成 さ れ た 各 画 像 に つ い て 画 素 単 位 に 閾 値 判 定 を 行 う 閾 値 判 定 手 段 と
、
　 前 記 画 像 毎 の 閾 値 判 定 の 結 果 の 論 理 和 を と る こ と に よ り 第 １ の 領 域 と そ れ 以 外 の 領 域 の
分 布 を 示 す 領 域 デ ー タ を 生 成 す る 領 域 デ ー タ 生 成 手 段 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 閾 値 判 定 手 段 は 、 輪 郭 近 辺 の 画 素 の 取 り う る 値 の 限 界 を 閾 値 と し て 閾 値 判 定 を 行 う
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 合 成 手 段 は 、
　 第 １ ～ 第 ４ の 演 算 部 の う ち 少 な く と も ２ つ の 演 算 部 と 、
　 第 １ の 領 域 内 の 画 素 に つ い て は 前 記 第 １ の 合 成 演 算 と し て 一 の 演 算 部 を 、 第 １ の 領 域 以
外 の 領 域 内 の 画 素 に つ い て は 第 １ の 合 成 演 算 と は 異 な る 演 算 と し て 他 の 演 算 部 を 、 領 域 デ
ー タ に 従 っ て 画 素 毎 に 選 択 し て 演 算 さ せ る 選 択 部 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ の 演 算 部 は 生 成 手 段 の 生 成 さ れ た 複 数 の 画 像 に つ い て 最 大 値 を も っ て 画 素 を 合
成 し 、
　 前 記 第 ２ の 演 算 部 は 加 算 平 均 に よ り 画 素 を 合 成 し 、
　 前 記 第 ３ の 演 算 部 は 調 和 平 均 に よ り 画 素 を 合 成 し 、
　 前 記 第 ４ の 演 算 部 は 、 生 成 手 段 に よ っ て ス テ ア 角 度 毎 に 生 成 さ れ た 画 像 の 個 数 を Ｍ 、 各
画 像 の 画 素 数 を Ｎ 、 生 成 さ れ た 画 像 の う ち ｍ 番 目 の 画 像 の ｉ 番 目 の 画 素 値 を ｆ ＿ ｍ （ ｉ ）
、 ｆ ＿ ｍ （ ｉ ） が 取 り う る 値 を 超 え な い 値 を Ｓ と し て 、 合 成 画 像 の ｉ 番 目 の 画 素 値 ｆ ＿ ｇ
（ ｉ ） を （ 式 ４ ） に 示 す 画 素 値 演 算 に 従 っ て 合 成 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
　 （ 式 ４ ） ｆ ＿ ｇ （ ｉ ） ＝ Ｓ － Ｍ ／ （ （ １ ／ （ Ｓ － ｆ ＿ ０ （ ｉ ） ） ） ＋ （ １ ／ （ Ｓ － ｆ ＿
１ （ ｉ ） ） ） ＋ … ＋ （ １ ／ （ Ｓ － ｆ ＿ （ Ｍ － １ ） （ ｉ ） ） ） ）
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 画 像 処 理 装 置 は 、 さ ら に 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ で 受 信 さ れ た 前 記 反 射 信 号 を 格 納 す る
格 納 手 段 を 備 え 、
　 前 記 生 成 手 段 お よ び 合 成 手 段 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ で 受 信 さ れ た 前 記 反 射 信 号 に 基 づ い て
リ ア ル タ イ ム に 画 像 を 生 成 お よ び 合 成 す る か 、 格 納 手 段 に 格 納 さ れ た 反 射 信 号 に 基 づ い て
オ フ ラ イ ン で 画 像 を 生 成 お よ び 合 成 す る か を 選 択 可 能 と 構 成 し た こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 指 定 手 段 は 、 前 記 オ フ ラ イ ン の 場 合 に 、 ス テ ア 角 度 毎 に 複 数 の 周 波 数 帯 域 を 指 定 し
、
　 前 記 生 成 手 段 は 、 前 記 オ フ ラ イ ン の 場 合 に 、 ス テ ア 角 度 毎 に 複 数 の 周 波 数 帯 域 毎 の 画 像
を 生 成 し 、
　 前 記 合 成 手 段 は 、 第 １ の 合 成 画 像 及 び 第 ２ の 合 成 画 像 を 生 成 し 、
　 前 記 第 １ の 合 成 画 像 は 、 同 一 ス テ ア 角 度 の 周 波 数 帯 域 が 異 な る 画 像 を 合 成 し た 後 、 ス テ
ア 角 度 毎 の 当 該 合 成 結 果 を さ ら に 合 成 し て 得 ら れ 、
　 前 記 第 ２ の 合 成 画 像 は 、 同 一 周 波 数 帯 域 の ス テ ア 角 度 が 異 な る 画 像 を 合 成 し た 後 、 周 波
数 帯 域 毎 の 当 該 合 成 結 果 を さ ら に 合 成 し て 得 ら れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ か ら 超 音 波 を 送 信 し 、 対 象 物 か ら の 反 射 信 号 に 基 づ い て 画 像 を 生 成 す る
画 像 処 理 方 法 で あ っ て 、
　 反 射 信 号 に お け る 少 な く と も ２ つ の 周 波 数 帯 域 を 指 定 す る 指 定 ス テ ッ プ と 、
　 反 射 信 号 の う ち 指 定 さ れ た 周 波 数 帯 域 の 信 号 に 基 づ い て 周 波 数 帯 域 毎 に 画 像 を 生 成 す る
生 成 ス テ ッ プ と 、
　 生 成 さ れ た 周 波 数 帯 域 毎 の 画 像 を 合 成 す る 合 成 ス テ ッ プ と
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 複 数 の ス テ ア 角 度 で 超 音 波 を 送 信 す る
　 前 記 指 定 ス テ ッ プ に お い て 、 前 記 複 数 の ス テ ア 角 度 の う ち 少 な く と も ２ つ の ス テ ア 角 度
に つ い て 、 異 な る 周 波 数 帯 域 を 指 定 し 、
　 前 記 生 成 ス テ ッ プ に お い て 、 前 記 ス テ ア 角 度 毎 に 、 反 射 信 号 の う ち 指 定 さ れ た 周 波 数 帯
域 の 信 号 に 基 づ い て 周 波 数 帯 域 毎 に 画 像 を 生 成 し 、
　 前 記 合 成 ス テ ッ プ に お い て 、 生 成 さ れ た ス テ ア 角 度 毎 の 画 像 を 合 成 す る
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　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 画 像 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
超 音 波 プ ロ ー ブ か ら 超 音 波 を 送 信 し 、 対 象 物 か ら の 反 射 信 号 に 基 づ い て 画 像 を 生 成 す る 画
像 処 理 装 置 内 の コ ン ピ ュ ー タ に よ り 実 行 可 能 な プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 前 記 プ ロ グ ラ ム は
　 反 射 信 号 に お け る 少 な く と も ２ つ の 周 波 数 帯 域 を 指 定 す る 指 定 ス テ ッ プ と 、
　 反 射 信 号 の う ち 指 定 さ れ た 周 波 数 帯 域 の 信 号 に 基 づ い て 周 波 数 帯 域 毎 に 画 像 を 生 成 す る
生 成 ス テ ッ プ と 、
　 生 成 さ れ た 周 波 数 帯 域 毎 の 画 像 を 合 成 す る 合 成 ス テ ッ プ と
　 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 複 数 の ス テ ア 角 度 で 超 音 波 を 送 信 す る
　 前 記 指 定 ス テ ッ プ に お い て 、 前 記 複 数 の ス テ ア 角 度 の う ち 少 な く と も ２ つ の ス テ ア 角 度
に つ い て 、 異 な る 周 波 数 帯 域 を 指 定 し 、
　 前 記 生 成 ス テ ッ プ に お い て 、 前 記 ス テ ア 角 度 毎 に 、 反 射 信 号 の う ち 指 定 さ れ た 周 波 数 帯
域 の 信 号 に 基 づ い て 周 波 数 帯 域 毎 に 画 像 を 生 成 し 、
　 前 記 合 成 ス テ ッ プ に お い て 、 生 成 さ れ た ス テ ア 角 度 毎 の 画 像 を 合 成 す る
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ 記 載 の プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 等 の 検 査 対 象 物 の 内 部 を 非 破 壊 的 に 表 示 す る 画 像 処 理 装 置 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 音 信 号 を 被 写 体 に 対 し て 照 射 し 、 被 写 体 か ら の 反 射 信 号 を 受 信 し て 、 こ の 受 信 信 号 を 基
に 被 写 体 の 内 部 を 画 像 化 す る 画 像 処 理 装 置 は 、 産 業 分 野 や 臨 床 分 野 に お い て 幅 広 く 用 い ら
れ て い る 。 こ の よ う な 装 置 の 代 表 例 と し て 超 音 波 診 断 装 置 が あ る 。
　 こ れ ら の 画 像 処 理 装 置 は 、 近 年 の 計 算 機 の 性 能 向 上 に よ り 、 処 理 速 度 が 向 上 し 、 実 時 間
で 被 写 体 を 計 測 、 画 像 化 を 行 な う こ と が 可 能 と な っ て き て お り 、 臨 床 の 分 野 で は 、 循 環 器
を は じ め と す る 高 い 時 間 分 解 能 を 要 す る 分 野 に お い て も 、 リ ア ル タ イ ム に 検 査 対 象 物 の 断
層 像 を 提 供 す る こ と が で き 、 画 像 に よ る 生 体 機 能 診 断 を 可 能 と し た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 は 音 信 号 を 被 写 体 に 送 信 し 、 そ の 反 射 波 を 受 信 し て 、 こ れ を も と に 画 像
を 生 成 す る 。 被 写 体 内 に 音 信 号 を 通 し に く い 部 位 が 存 在 す る 場 合 や 、 音 信 号 を ほ ぼ す べ て
反 射 し て し ま う 部 位 （ 境 界 ） が 存 在 す る 場 合 に は 、 そ の 部 位 の 後 方 （ 超 音 波 を 送 受 信 す る
方 向 か ら 見 て 遠 く に 位 置 す る 領 域 ） の 情 報 は 得 る こ と が で き ず 、 シ ャ ド ウ （ 影 ） と 呼 ば れ
る 低 輝 度 領 域 が 生 じ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 音 信 号 は 波 動 で あ る た め 干 渉 が 生 じ る 。 被 写 体 分 布 が 音 信 号 の 発 生 源 か ら 音 信 号
の １ 波 長 以 下 の 距 離 差 で 分 布 し て い る 場 合 、 こ の 被 写 体 分 布 に よ り ラ ン ダ ム 性 が 強 く 現 れ
る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 原 因 で 生 じ る 偽 情 報 を ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ と 呼 ぶ （ ご ま 塩 状 ノ イ
ズ 、 斑 点 状 ノ イ ズ と も 呼 ば れ る ） 。
　 シ ャ ド ウ 、 あ る い は ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ の 影 響 を 除 去 す る た め に 、 複 数 の 角 度 （ ス テ ア 角
度 ） 方 向 か ら 取 得 し た 画 像 デ ー タ か ら １ 枚 の 合 成 画 像 を 作 成 す る こ と が あ る 。 こ の 手 法 は
コ ン パ ウ ン ド ス キ ャ ン と 呼 ば れ る 。 一 般 的 に コ ン パ ウ ン ド ス キ ャ ン は 複 数 の 方 向 か ら 取 得
し た 画 像 デ ー タ の 加 算 平 均 を 取 る こ と に よ っ て 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 一 般 的 な コ ン パ ウ ン ド ス キ ャ ン の 手 法 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ （
ａ ） は 、 超 音 波 ア レ イ プ ロ ー ブ か ら 複 数 の 方 向 へ 超 音 波 ビ ー ム を 照 射 す る 様 子 を 示 し て い
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る 。
　 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う な 検 査 対 象 物 ｂ １ が あ る 場 合 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 超 音 波 ア
レ イ プ ロ ー ブ １ ３ を 用 い て 、 電 気 的 ス テ ア に よ り 複 数 方 向 ｃ １ 、 ｃ ２ 、 ｃ ３ か ら ス キ ャ ン
す る と 、 図 １ （ ｃ ） の よ う な 画 像 デ ー タ ｃ ４ 、 ｃ ５ 、 ｃ ６ を 取 得 す る こ と が で き る 。 そ れ
ぞ れ の 画 像 デ ー タ に は 、 （ ｉ ） 検 査 対 象 物 の 輪 郭 が 高 輝 度 で 描 出 さ れ て い る 部 分 ｃ ７ 、 （
ｉ ｉ ） 反 射 信 号 が 微 弱 な た め 低 輝 度 で 描 出 さ れ て い る 部 分 ｃ ８ 、 お よ び （ ｉ ｉ ｉ ） 音 信 号
が 届 か な い あ る い は 反 射 信 号 が 検 出 で き な い シ ャ ド ウ 部 ｃ ９ が 存 在 す る 。 そ れ ぞ れ の 画 像
ｃ ４ ～ ｃ ６ は 異 な る 角 度 方 か ら 取 得 さ れ て い る た め 、 前 述 の （ ｉ ） 高 輝 度 部 、 （ ｉ ｉ ） 低
輝 度 部 、 （ ｉ ｉ ｉ ） シ ャ ド ウ 部 の 現 れ 方 は 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ ら の 複 数 の 方 向 か ら 得 ら れ る 画 像 を 合 成 す る こ と に よ り 、 欠 落 情 報 の 少 な い 画 像 を
生 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 図 １ （ ｃ ） に 示 す 合 成 結 果 ｃ １ １ の 一 例 の よ う に 、 前 記 （ ｉ
ｉ ） 、 （ ｉ ｉ ｉ ） の 改 善 に は 従 来 の 手 法 の み で も 十 分 な 効 果 が 得 ら れ る こ と が わ か る 。 一
般 的 に コ ン パ ウ ン ド ス キ ャ ン は 複 数 の 方 向 か ら 取 得 し た 画 像 デ ー タ の 加 算 平 均 を 取 る こ と
に よ っ て 行 な わ れ る 。 こ の 手 法 に よ り 、 シ ャ ド ウ の 領 域 は 狭 く す る こ と が で き 、 ま た ホ ワ
イ ト ノ イ ズ の 除 去 も 行 な え る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ ら の 従 来 技 術 に 関 し て 以 下 の 文 献 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ９ － ０ ９ ４ ２ ４ ８
【 非 特 許 文 献 １ 】 （ 社 ） 日 本 電 子 機 械 工 業 会 「 改 訂 医 用 超 音 波 機 器 ハ ン ド ブ ッ ク 」 （ 株 ）
コ ロ ナ 社 発 行 、 １ ９ ９ ７ 年 １ 月 ２ ０ 日
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 コ ン パ ウ ン ド ス キ ャ ン に よ っ て ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ を 十 分 に 除 去 で き な い
と い う 問 題 が あ る 。
　 前 述 の よ う に ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ は 、 検 査 対 象 物 に 波 長 以 下 の 散 乱 体 の 分 布 が 存 在 し て い
る 場 合 に 、 反 射 波 同 士 の 干 渉 に よ っ て 生 じ る も の で あ る 。 す な わ ち 超 音 波 ア レ イ プ ロ ー ブ
と 検 査 対 象 物 と の 位 置 関 係 、 お よ び 用 い ら れ る 音 信 号 の 波 長 に 依 存 し て 出 現 パ タ ー ン が 決
定 さ れ る 。 異 な っ た 方 向 か ら 画 像 デ ー タ を 取 得 す る こ と に よ り 、 反 射 波 の 干 渉 の 仕 方 が 変
わ る た め 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ の 出 現 パ タ ー ン は 変 化 す る が 、 一 般 に 超 音 波 ア レ イ プ ロ ー ブ
で ス テ ア 可 能 な 角 度 範 囲 は 最 大 で も ３ ０ ° 程 度 で あ り 、 図 １ （ ｃ ） で 示 し た ３ 方 向 か ら の
デ ー タ を 取 得 し た 場 合 に は 、 各 画 像 デ ー タ 間 の 角 度 差 は １ ５ ° で し か な い た め 、 ス ペ ッ ク
ル ノ イ ズ の 出 現 パ タ ー ン に は 大 き な 変 化 は 見 ら れ な い 。 こ の 場 合 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ の 除
去 は 不 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ （ ａ ） は 深 度 が 浅 い 検 査 対 象 物 を ス キ ャ ン す る 様 子 を 、 図 ２ （ ｂ ） は 深 度 が 深 い 検
査 対 象 物 を ス キ ャ ン す る 様 子 を 示 す 。 図 ２ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 検 査 対 象 物 の 深 さ
（ 超 音 波 ア レ イ プ ロ ー ブ か ら の 距 離 ） が 大 き く な る と 、 ３ つ の ス テ ア 角 度 に お け る ス キ ャ
ン 領 域 が 重 な る 領 域 に 検 査 対 象 物 を 配 置 し な け れ ば な ら な い た め 、 こ の 角 度 差 は さ ら に 小
さ く な り 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ の 出 現 パ タ ー ン の 変 化 も 小 さ く な る 。 こ う な る と 、 ス ペ ッ ク
ル ノ イ ズ の 除 去 は で き な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ を 除 去 す る 画 像 処 理 装 置 、 方 法 及 び プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 画 像 の 輪 郭 部 分 を は っ き り と 表 示 す る な ど 画 質 を 向
上 さ せ る こ と が で き る 画 像 処 理 装 置 、 方 法 及 び プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ か ら 超 音 波 を 送 信 し 、 対 象 物 か ら の 反 射 波 か
ら 生 成 さ れ る 反 射 信 号 に 基 づ い て 画 像 を 生 成 す る 画 像 処 理 装 置 で あ っ て 、 反 射 信 号 に お け
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る 少 な く と も ２ つ の 周 波 数 帯 域 を 指 定 す る 指 定 手 段 と 、 反 射 信 号 の う ち 指 定 さ れ た 周 波 数
帯 域 の 信 号 に 基 づ い て 周 波 数 帯 域 毎 に 画 像 を 生 成 す る 生 成 手 段 と 、 生 成 さ れ た 周 波 数 帯 域
毎 の 画 像 を 合 成 す る 合 成 手 段 と を 備 え る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 反 射 信 号 に 含 ま れ る 周 波 数
帯 域 の 異 な る 信 号 か ら 複 数 の 画 像 を 生 成 す る こ と に よ っ て 、 周 波 数 帯 域 毎 の 生 成 画 像 の ス
ペ ッ ク ル ノ イ ズ 出 現 パ タ ー ン の 違 い を 大 き く し 、 さ ら に 、 そ れ ら の 生 成 画 像 を 合 成 す る の
で 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ の 影 響 を 小 さ く し て 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ を 除 去 又 は 低 減 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 複 数 の ス テ ア 角 度 で 超 音 波 を 送 信 し 、 前 記 指 定 手 段 は
、 前 記 複 数 の ス テ ア 角 度 の う ち 少 な く と も ２ つ の ス テ ア 角 度 に つ い て 、 異 な る 周 波 数 帯 域
を 指 定 し 、 前 記 生 成 手 段 は 、 前 記 ス テ ア 角 度 毎 に 、 反 射 信 号 の う ち 指 定 さ れ た 周 波 数 帯 域
の 信 号 に 基 づ い て 周 波 数 帯 域 毎 に 画 像 を 生 成 し 、 前 記 合 成 手 段 は 、 生 成 さ れ た ス テ ア 角 度
毎 の 画 像 を 合 成 す る 構 成 で あ っ て も よ い 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 少 な く と も ２ つ の ス テ ア 角
度 の 反 射 信 号 に 対 し て 、 生 成 元 と す る 反 射 信 号 の 周 波 数 帯 域 を 異 な ら せ る こ と に よ っ て 、
ス テ ア 角 度 毎 の 生 成 画 像 の ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ 出 現 パ タ ー ン の 違 い を 大 き く し 、 も っ て 合 成
後 の 影 響 を 小 さ く し て 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ を 除 去 又 は 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 前 記 指 定 手 段 は 、 複 数 の ス テ ア 角 度 の う ち 特 定 の ス テ ア 角 度 に 対 し て は 、 他 と
異 な る 周 波 数 帯 域 を 指 定 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 特 定 の ス テ ア 角
度 に 対 し て は 、 他 と 異 な る 周 波 数 帯 域 を 指 定 す る と い う 簡 単 な 構 成 に よ り 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 指 定 手 段 は 、 複 数 の ス テ ア 角 度 を 示 す 角 度 群 と ス テ ア 角 度 に 対 応 す る 周 波 数
帯 域 を 示 す 帯 域 群 と か ら な る 組 で あ っ て 、 少 な く と も 第 １ 、 第 ２ の 組 を 含 む 複 数 の 組 を 記
憶 す る 対 応 テ ー ブ ル を 有 し 、 前 記 画 像 処 理 装 置 は 、 対 応 テ ー ブ ル に 記 憶 さ れ た 一 つ の 組 内
の 角 度 群 に 基 づ い て 超 音 波 プ ロ ー ブ の ス テ ア 角 度 を 制 御 し 、 前 記 指 定 手 段 は 、 当 該 組 内 の
角 度 群 に 対 応 す る 帯 域 群 に 基 づ い て 各 ス テ ア 角 度 に 対 す る 周 波 数 帯 域 を 指 定 し 、 前 記 対 応
テ ー ブ ル は 、 前 記 第 １ の 組 に お け る 角 度 群 の ス テ ア 角 度 差 が 第 ２ の 組 に お け る 角 度 群 の ス
テ ア 角 度 差 よ り も 小 さ い 場 合 、 第 １ の 帯 域 群 の 帯 域 差 が 第 ２ の 帯 域 群 の 帯 域 差 よ り も 大 き
く な る よ う 設 定 さ れ て い る よ う 構 成 し て も よ い 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ス テ ア 角 度 差 が 比 較
的 小 さ く て も 、 周 波 数 帯 域 の 差 を 大 き く す る こ と で ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ の 出 現 パ タ ー ン の 差
が 大 き く な る よ う に し 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ を 除 去 又 は 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 前 記 合 成 手 段 は 、 生 成 手 段 に よ っ て ス テ ア 角 度 毎 に 生 成 さ れ た 画 像 の 個 数 を Ｍ
、 各 画 像 の 画 素 数 を Ｎ 、 生 成 さ れ た 画 像 の う ち ｍ 番 目 の 画 像 の ｉ 番 目 の 画 素 値 を ｆ ＿ ｍ （
ｉ ） 、 ｆ ＿ ｍ （ ｉ ） が 取 り う る 値 を 超 え な い 値 を Ｓ と し て 、 合 成 画 像 の ｉ 番 目 の 画 素 値 ｆ
＿ ｇ （ ｉ ） を 次 に 示 す 画 素 値 演 算 に 従 っ て 合 成 す る 構 成 と し て も よ い 。
ｆ ＿ ｇ （ ｉ ） ＝ Ｓ － Ｍ ／ （ （ １ ／ （ Ｓ － ｆ ＿ ０ （ ｉ ） ） ） ＋ （ １ ／ （ Ｓ － ｆ ＿ １ （ ｉ ） ）
） ＋ … ＋ （ １ ／ （ Ｓ － ｆ ＿ （ Ｍ － １ ） （ ｉ ） ） ） ）
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ の 除 去 又 は 低 減 に 加 え て 、 Ｓ の 値 を 基 準 と し て 、
合 成 対 象 の 複 数 の 画 素 の う ち 大 き く か け 離 れ た 値 の 影 響 を 取 り 除 く と と も に 、 合 成 結 果 の
画 像 に お い て 基 準 値 付 近 の 画 素 値 を も つ 部 分 を 強 調 表 示 す る こ と が で き る と い う 効 果 が あ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 前 記 画 像 処 理 装 置 は さ ら に 、 生 成 手 段 に よ っ て 生 成 さ れ た ス テ ア 角 度 毎 の 画 像 に
基 づ い て 輪 郭 を 含 む 第 １ の 領 域 と 、 そ れ 以 外 の 領 域 と を 判 別 す る 領 域 判 別 手 段 を 備 え 、 前
記 合 成 手 段 は 、 生 成 手 段 に よ り 生 成 さ れ た ス テ ア 角 度 毎 の 画 像 に 対 し て 第 １ の 領 域 内 の 画
素 に つ い て は 第 １ の 合 成 演 算 を 、 第 １ の 領 域 以 外 の 領 域 内 の 画 素 に つ い て は 第 １ の 合 成 演
算 と は 異 な る 演 算 を 行 う 構 成 と し て も よ い 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ の 領 域 と そ れ 以 外 の
領 域 と で 、 領 域 毎 に 最 適 な 画 素 演 算 方 法 を 選 択 し て 、 輪 郭 を 含 む 領 域 や 低 輝 度 の 領 域 や そ
の 他 の 領 域 な ど 領 域 毎 に 最 適 な 画 素 演 算 に よ り 合 成 す る こ と が で き 、 き れ い な 表 示 を 得 る
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こ と が で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 画 像 処 理 方 法 及 び プ ロ グ ラ ム に つ い て も 、 上 記 と 同 様 の 構 成 を 有 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 に よ れ ば 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ を 除 去 又 は 低
減 す る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
　 ま た 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ の 除 去 又 は 低 減 に 加 え て 、 合 成 対 象 の 複 数 の 画 素 の う ち 大 き く
か け 離 れ た 値 の 影 響 を 取 り 除 く と と も に 、 合 成 結 果 の 画 像 に お い て 基 準 値 付 近 の 画 素 値 を
も つ 部 分 を 強 調 表 示 す る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 領 域 毎 に 最 適 な 画 素 演 算 方 法 を 選 択 し て 、 輪 郭 を 含 む 領 域 や 低 輝 度 の 領 域 や そ
の 他 の 領 域 な ど 領 域 毎 に 最 適 な 画 素 演 算 に よ り 合 成 す る こ と が で き 、 き れ い な 表 示 を 得 る
こ と が で き る 。
　 ま た 、 輪 郭 及 び そ の 近 辺 の 画 像 を き れ い に 表 示 す る こ と が で き る 。
　 画 像 の 領 域 毎 に 、 領 域 の 特 性 に 応 じ た 合 成 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 画 像 処 理 方 法 及 び プ ロ グ ラ ム に つ い て も 、 上 記 と 同 様 の 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ の 外 観 図 で あ る 。 こ の
超 音 波 診 断 装 置 １ ０ は 、 コ ン パ ウ ン ド ス キ ャ ン に よ る 断 層 画 像 を 表 示 す る 際 に 、 異 な る 周
波 数 帯 域 の 反 射 信 号 に 基 づ い て 画 像 を 生 成 し て 更 に そ れ ら を 合 成 す る こ と に よ っ て ス ペ ッ
ク ル ノ イ ズ を 除 去 す る 超 音 波 診 断 装 置 で あ り 、 ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 と し て 、 表 示 装 置 １ １ 、
本 体 装 置 １ ２ 及 び プ ロ ー ブ １ ３ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 表 示 装 置 １ １ は 、 Ｃ Ｒ Ｔ 等 で あ り 、 得 ら れ た 断 層 画 像 、 輪 郭 及 び 計 測 結 果 等 を グ レ ー ス
ケ ー ル や カ ラ ー 等 で 表 示 す る 。 表 示 画 像 に 対 す る 操 作 者 の タ ッ チ ペ ン 等 に よ る 指 示 を 取 得
す る た め 、 Ｃ Ｒ Ｔ 前 面 に 透 明 の タ ッ チ パ ネ ル を 備 え て も よ い 。
　 プ ロ ー ブ １ ３ は 、 超 音 波 を 送 受 信 す る た め の 超 音 波 振 動 子 や 音 響 レ ン ズ 等 か ら な る 探 触
子 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 体 装 置 １ ２ は 、 超 音 波 に よ る 電 子 走 査 の た め の 送 受 信 回 路 、 Ｄ Ｓ Ｐ や Ｃ Ｐ Ｕ 等 か ら な
る 信 号 ・ 画 像 処 理 回 路 等 か ら な る コ ン ピ ュ ー タ で あ り 、 操 作 者 と 対 話 す る た め の ス イ ッ チ
群 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル 、 液 晶 表 示 部 等 を 有 す る 操 作 パ ネ ル 、 マ ウ ス 等 を 備 え る 。
　 図 ４ は 、 図 ３ に 示 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ の 主 要 な 機 能 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。 こ の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ は 、 超 音 波 ア レ イ プ ロ ー ブ １ ０ １ 、 送 受 信 制 御 部 １ ０ ２ 、 ス テ
ア 角 度 指 示 部 １ ０ ３ 、 画 像 生 成 部 １ ０ ４ 、 周 波 数 帯 域 選 択 部 １ ０ ５ 、 画 像 合 成 部 １ ０ ６ 、
画 像 格 納 部 １ ０ ７ 、 フ レ ー ム メ モ リ １ ０ ８ 、 画 像 表 示 部 １ ０ ９ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 超 音 波 ア レ イ プ ロ ー ブ １ ０ １ は 、 図 ３ に 示 し た プ ロ ー ブ １ ３ の 機 能 を 有 し 、 送 受 信 制 御
部 １ ０ ２ か ら の 制 御 情 報 を 受 け て 実 際 に 音 波 の 送 受 信 を 行 な う 。 そ の 際 、 超 音 波 ア レ イ プ
ロ ー ブ １ ０ １ は 、 送 受 信 制 御 部 １ ０ ２ か ら の 指 示 に よ り 、 送 受 信 す る 際 の 遅 延 量 を 調 節 す
る こ と に よ り 、 図 １ （ ａ ） に 示 し た よ う に 電 気 的 に ス テ ア す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ こ で
は リ ニ ア ア レ イ プ ロ ー ブ を 示 し て い る が 、 コ ン ベ ッ ク ス （ 凸 型 ） ア レ イ プ ロ ー ブ を 用 い て
も か ま わ な い 。 実 際 の ス テ ア 角 度 の 設 定 は ス テ ア 角 度 指 示 部 １ ０ ３ か ら の 入 力 に よ っ て 行
な わ れ る 。 こ の ス テ ア 機 能 に よ り 同 一 の 被 写 体 を 異 な っ た 角 度 方 向 か ら 観 測 し た デ ー タ が
取 得 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 送 受 信 制 御 部 １ ０ ２ は 、 ス テ ア 角 度 指 示 部 １ ０ ３ の 指 示 に 従 っ て 、 超 音 波 ア レ イ プ ロ ー
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ブ １ ０ １ に お け る 音 の 送 受 信 お よ び そ の ス テ ア 角 度 の 制 御 を 行 な う 。
　 ス テ ア 角 度 指 示 部 １ ０ ３ は 、 コ ン パ ウ ン ド ス キ ャ ン に お け る 複 数 の ス テ ア 角 度 を 送 受 信
制 御 部 １ ０ ２ に 指 示 す る 。
　 例 え ば 、 ス テ ア 角 度 指 示 部 １ ０ ３ は 、 図 ５ に 示 す ス テ ア 角 度 テ ー ブ ル Ｔ １ と ポ イ ン タ Ｐ
と を 内 部 に 記 憶 し 、 ポ イ ン タ Ｐ が 指 す エ ン ト リ ー に 従 っ て 複 数 の ス テ ア 角 度 を 順 次 指 定 す
る 。 こ の ス テ ア 角 度 テ ー ブ ル Ｔ １ は 、 エ ン ト リ ー 番 号 （ 図 中 の no.） と ス テ ア 角 度 群 （ 複
数 の ス テ ア 角 度 θ 1、 θ 2、 θ 3） を 対 応 さ せ て 格 納 す る 。 同 図 の ス テ ア 角 度 テ ー ブ ル Ｔ １
で は 、 エ ン ト リ ー 番 号 １ 、 ２ 、 ３ の 順 に ス テ ア 角 度 差 が 大 き く な る よ う に ス テ ア 角 度 群 が
設 定 さ れ て い る 。 ポ イ ン タ Ｐ が 保 持 す る エ ン ト リ ー 番 号 は 、 デ フ ォ ル ト 値 あ る い は 操 作 者
に よ り 選 択 的 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 画 像 生 成 部 １ ０ ４ は 、 送 受 信 制 御 部 １ ０ ２ の 制 御 に よ り 受 信 し た ス テ ア 角 度 毎 の 音 信 号
に 含 ま れ る 信 号 の う ち 、 周 波 数 帯 域 選 択 部 １ ０ ５ に よ り 選 択 さ れ た 周 波 数 帯 域 の 信 号 に 対
し て 増 幅 演 算 や 補 間 演 算 等 を 行 な っ て 画 像 を 生 成 す る 。
　 周 波 数 帯 域 選 択 部 １ ０ ５ は 、 ス テ ア 角 度 指 示 部 １ ０ ３ が 指 示 し た ス テ ア 角 度 毎 に 、 周 波
数 帯 域 を 選 択 し て 画 像 生 成 部 １ ０ ４ に 指 定 す る 。 そ の 際 、 周 波 数 帯 域 選 択 部 １ ０ ５ は 、 少
な く と も ２ つ が 異 な る よ う 周 波 数 帯 域 を 選 択 す る 。 こ れ は 、 画 像 生 成 部 １ ０ ４ に 、 反 射 信
号 の う ち 異 な る 周 波 数 帯 域 の 信 号 に 基 づ い て 画 像 を 生 成 さ せ る た め で あ り 、 周 波 数 帯 域 が
異 な れ ば ス ペ ッ ク ル の ノ イ ズ の 出 現 パ タ ー ン が 異 な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 具 体 的 な 構 成 例 と し て 、 周 波 数 帯 域 選 択 部 １ ０ ５ は 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う な 周 波 数 帯
域 テ ー ブ ル Ｔ ２ と ポ イ ン タ Ｑ と 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う な ポ イ ン タ 対 応 テ ー ブ ル Ｔ ３ と を
内 部 に 記 憶 し 、 ポ イ ン タ Ｑ が 指 す エ ン ト リ ー に 従 っ て 周 波 数 帯 域 を 順 次 指 定 す る 。 こ の 周
波 数 帯 域 テ ー ブ ル Ｔ ２ は 、 エ ン ト リ ー 番 号 （ 図 中 の no.） と 周 波 数 帯 域 群 （ 複 数 の 周 波 数
帯 域 ω 1、 ω 2、 ω 3） と を 対 応 さ せ て 格 納 す る 。 こ こ で 、 ω 1は 超 音 波 ア レ イ プ ロ ー ブ １ ０
１ か ら 送 信 し た 音 信 号 と 同 じ 周 波 数 の 基 本 波 帯 域 、 ω 2は 基 本 波 の ２ 倍 の 周 波 数 の 二 次 高
調 波 帯 域 、 ω 3は 基 本 波 の ３ 倍 の 周 波 数 の 三 次 高 調 波 帯 域 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ポ イ ン タ 対 応 テ ー ブ ル Ｔ ３ は ポ イ ン タ Ｐ と ポ イ ン タ Ｑ と を 対 応 さ せ た テ ー ブ ル で あ る 。
こ の 例 で は 、 ス テ ア 角 度 差 が 小 さ い ス テ ア 角 度 群 （ 図 ５ の no.1の エ ン ト リ ー ） に は 、 帯 域
差 が 大 き い 周 波 数 帯 域 群 （ 図 ６ の no.1の エ ン ト リ ー ） を 対 応 さ せ る よ う に ポ イ ン タ 同 士 を
対 応 さ せ て い る 。 つ ま り 、 図 ５ の １ エ ン ト リ ー と 図 ６ の １ エ ン ト リ ー と を 、 ポ イ ン タ 対 応
テ ー ブ ル Ｔ ３ に よ り 結 び つ い た 一 組 と す る と 、 第 １ の 組 （ 図 ５ の no.１ と 図 ６ の no.１ ） の
角 度 群 の ス テ ア 角 度 差 （ ５ ° ） が 第 ２ の 組 （ 図 ５ の no.３ と 図 ６ の no.４ ） に お け る 角 度 群
の ス テ ア 角 度 差 （ １ ５ ° ） よ り も 小 さ い 場 合 、 第 １ の 帯 域 群 （ 図 ６ の no.１ エ ン ト リ ー ）
の 帯 域 差 が 第 ２ の 帯 域 群 （ 図 ６ の no.４ ） の 帯 域 差 よ り も 大 き く な る よ う 設 定 さ れ て い る
。 こ れ は 、 ス テ ア 角 度 差 が 小 さ い ほ ど 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ の 出 現 パ タ ー ン の 差 が 小 さ い と
考 え ら れ る の で 、 周 波 数 帯 域 の 差 を 大 き く す る こ と で ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ の 出 現 パ タ ー ン の
差 が 大 き く な る よ う に す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 画 像 合 成 部 １ ０ ６ は 、 画 像 生 成 部 １ ０ ４ に よ っ て ス テ ア 角 度 毎 に 生 成 さ れ た 画 像 に つ い
て 、 同 じ 位 置 の 画 素 同 士 を 例 え ば 重 み 付 け し て 加 算 平 均 す る こ と に よ り 合 成 し 、 合 成 画 像
を 画 像 格 納 部 １ ０ ７ 及 び フ レ ー ム メ モ リ １ ０ ８ に 格 納 す る 。
　 画 像 格 納 部 １ ０ ７ は 、 オ フ ラ イ ン 時 に 合 成 画 像 を 読 み 出 し て フ レ ー ム メ モ リ １ ０ ８ を 介
し て 画 像 表 示 部 １ ０ ９ に 表 示 す る た め に 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 フ レ ー ム メ モ リ １ ０ ８ は 、 リ ア ル タ イ ム 処 理 時 の 画 像 合 成 部 １ ０ ６ か ら の 合 成 画 像 ま た
は オ フ ラ イ ン 時 の 画 像 格 納 部 １ ０ ７ か ら の 合 成 画 像 を 記 憶 す る フ レ ー ム メ モ リ で あ る 。
　 画 像 表 示 部 １ ０ ９ は 、 図 ３ に 示 し た 表 示 装 置 １ １ に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 図 ７ は 、 ス テ ア 角 度 指 示 部 １ ０ ３ に よ り 指 示 さ れ た ス テ ア 角 度 と 、 周 波 数 帯 域 選 択 部 １
０ ５ に よ り 選 択 さ れ た 周 波 数 帯 域 と 、 画 像 生 成 部 １ ０ ４ に よ り 生 成 さ れ る 画 像 と の 関 係 を
説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 同 図 の 最 上 段 （ 第 一 段 目 ） は 、 超 音 波 ア レ イ プ ロ ー ブ １ ０ １ （ プ ロ ー ブ １ ３ ） か ら 送 信
さ れ る ス テ ア 角 度 を 示 し 、 実 際 に は 超 音 波 ア レ イ プ ロ ー ブ １ ０ １ は 一 箇 所 に 固 定 さ れ て ３
方 向 に 音 波 を 送 信 す る が 便 宜 上 方 向 に 合 わ せ て ３ つ 記 し て あ る 。
　 第 二 段 目 は 、 超 音 波 ア レ イ プ ロ ー ブ １ ０ １ か ら の 送 信 波 ｓ １ の 周 波 数 帯 域 ω 1（ 基 本 波
） を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 三 段 目 は 、 画 像 生 成 部 １ ０ ４ が 、 ス テ ア 角 度 θ 1の 反 射 信 号 で は 周 波 数 帯 域 ω 1の 信 号
ｒ １ １ を 用 い て 、 ス テ ア 角 度 θ 2の 反 射 信 号 で は 周 波 数 帯 域 ω 2の 信 号 ｒ ２ ２ を 用 い て 、 ス
テ ア 角 度 θ 3の 反 射 信 号 で は 周 波 数 帯 域 ω 3の 信 号 ｒ ３ ３ を 用 い て 、 そ れ ぞ れ 画 像 ｄ １ １ 、
ｄ ２ ２ 、 ｄ ３ ３ を 生 成 す る こ と を 示 し て い る 。 こ れ は 、 図 ６ （ ａ ） に 示 し た 周 波 数 帯 域 テ
ー ブ ル Ｔ ２ の エ ン ト リ ー 番 号 no.１ の 周 波 数 帯 域 が 指 定 さ れ た 場 合 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 四 段 目 は 生 成 さ れ た ３ つ 画 像 ｒ １ １ 、 ｒ ２ ２ 、 ｒ ３ ３ を 示 す 。 こ の ３ つ の 画 像 は 、 互
い に ス テ ア 角 度 も 周 波 数 帯 も 異 な る の で 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ の 発 生 パ タ ー ン の 差 も 大 き く
な る 。
　 第 五 段 目 は そ れ ら の 画 像 の 合 成 結 果 ｄ １ を 示 す 。 こ れ に よ り ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ を 十 分 に
除 去 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 ３ 個 の 生 成 画 像 の ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ の 発 生 パ タ ー ン の
差 が 大 き い の で 、 合 成 さ れ た 画 像 に 対 す る ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ を 除 去 又 は 低 減 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 こ の 合 成 は 、 例 え ば 、 ３ つ の 画 像 中 の 同 じ 位 置 の 対 応 す る 画 素 そ れ ぞ れ に つ
い て 、 重 み 係 数 を α １ 、 α ２ 、 α ３ を 用 い て 加 重 平 均 を 取 る こ と に よ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ で 、 α １ ： α ２ ： α ３ は 、 例 え ば １ ： １ ０ ： １ ０ ０ で よ い 。 反 射 信 号 に 含 ま れ る 基
本 波 、 二 次 高 調 波 、 三 次 高 調 波 の 振 幅 の 比 は 、 お お よ そ １ ０ ０ ： １ ０ ： １ 程 度 だ か ら で あ
る 。
　 ま た 、 α １ ： α ２ ： α ３ を １ ： １ ： １ と す れ ば 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ の 除 去 は 不 十 分 で は
あ る が 、 基 本 波 の 画 像 の 上 に 高 調 波 成 分 に よ る 輪 郭 強 調 成 分 が 付 加 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ８ は 、 ス テ ア 角 度 と 周 波 数 帯 と 生 成 画 像 と の 関 係 を 説 明 す る 他 の 一 例 で あ る 。 同 図 は
、 図 ７ と 比 べ て 、 ス テ ア 角 度 θ 3に 対 す る 周 波 数 帯 が ω 3で は な く ω 1で あ る 点 が 異 な る 。
　 同 図 第 四 段 に お い て 、 画 像 生 成 部 １ ０ ４ に よ り 生 成 さ れ た ３ つ の 画 像 ｒ 11、 ｒ 22、 ｒ 31
の う ち 、 ス テ ア 角 度 θ 1と θ 3の 反 射 波 か ら 生 成 さ れ た ２ つ の 画 像 ｒ 11、 ｒ 31は 、 と も に 周
波 数 帯 域 ω １ が 同 じ で あ る が 、 ス テ ア 角 度 の 差 （ θ 1と θ 3の 角 度 差 ） が 大 き い の で 、 ス ペ
ッ ク ル ノ イ ズ の 発 生 パ タ ー ン の 差 も 大 き く な る 。 ス テ ア 角 度 θ 1と θ 2の 反 射 波 か ら 生 成 さ
れ た ２ つ の 画 像 ｒ 11、 ｒ 22は 、 ス テ ア 角 度 の 差 （ θ 1と θ 2の 角 度 差 ） は 大 き く な い が 、 周
波 数 帯 域 が ω １ と ω 2と 異 な る の で 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ の 発 生 パ タ ー ン の 差 が 大 き く な る
。 ス テ ア 角 度 θ 2と θ 3に 対 す る ２ つ の 画 像 ｒ 22、 ｒ 31に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ９ は 、 １ つ の ス テ ア 角 度 と 周 波 数 帯 と 生 成 画 像 と の 関 係 を 説 明 す る さ ら に 他 の 一 例 で
あ る 。 同 図 は 、 図 ７ お よ び 図 ８ と 比 べ て 、 送 信 波 の ス テ ア 角 度 が ３ つ で は な く 、 １ つ で あ
る 点 が 異 な っ て い る 。 す な わ ち 、 送 信 波 ｓ 1は 、 １ つ の ス テ ア 角 度 θ 2で 送 出 さ れ て い る 。
　 同 図 第 四 段 に お い て 、 画 像 生 成 部 １ ０ ４ に よ り 生 成 さ れ た ３ つ の 画 像 ｒ 21、 ｒ 22、 ｒ 23
の う ち 、 ス テ ア 角 度 θ 2の 反 射 波 か ら 生 成 さ れ た ３ つ の 画 像 ｄ 21、 ｄ 22、 ｄ 23は 、 と も に
ス テ ア 角 度 は 同 じ で あ る が 、 周 波 数 帯 域 が ω 1、 ω 2、 ω 3と 異 な っ て い る の で 、 ス ペ ッ ク
ル ノ イ ズ の 発 生 パ タ ー ン も 異 な る 。 こ の 点 、 図 ７ 、 ８ の よ う に 複 数 の 画 像 の ス テ ア 角 度 も
周 波 数 帯 域 も 異 な っ て い る 方 が 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ を 十 分 に 除 去 し や す い が 、 図 ９ の よ う
に 周 波 数 帯 が 異 な る だ け で も 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ を 低 減 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ０ （ ａ ） 、 図 １ ０ （ ｂ ） は 、 周 波 数 帯 域 が 異 な る 場 合 に ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ の 出 現 パ
タ ー ン が 異 な る こ と を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。 図 １ ０ （ ａ ） は 基 本 波 帯 域 の 反 射 波 （ エ コ
ー ） の 様 子 を 模 式 的 に 示 す 。 図 中 の 被 写 体 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ は 、 基 本 波 の 波 長 と 同 程 度 の 間 隔 で
位 置 し て い る 。 各 波 形 の 縦 軸 （ 下 向 き ） は 超 音 波 ア レ イ プ ロ ー ブ １ ０ １ か ら の 距 離 （ 被 写
体 深 さ ｄ ） を 、 横 軸 は 輝 度 を 表 す 。 被 写 体 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ か ら の 各 エ コ ー Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ は 、 当 該
被 写 体 に よ る 反 射 波 の み を 超 音 波 ア レ イ プ ロ ー ブ １ ０ １ に て 受 信 で き た と 仮 定 し た 場 合 の
各 波 形 を 示 す 。 合 成 さ れ た エ コ ー は 、 受 信 波 と し て 画 像 生 成 に 使 用 さ れ る 波 形 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 同 様 に 、 図 １ ０ （ ｂ ） は 二 次 高 調 波 （ エ コ ー ） の 様 子 を 模 式 的 に 示 す 。
　 図 １ ０ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に お い て 合 成 さ れ た エ コ ー は 、 そ れ ぞ れ 干 渉 に よ り 確 率 的 に 発
生 す る 高 輝 度 部 ｎ １ 、 ｎ ２ を 有 し 、 こ の 高 輝 度 成 分 が ス ペ ッ ク ル （ 斑 点 ） と し て ス ペ ッ ク
ル ノ イ ズ の 原 因 と な る 。
　 と こ ろ が 、 図 １ ０ （ ａ ） に お け る 基 本 波 帯 域 の 合 成 さ れ た エ コ ー の 被 写 体 深 さ ｄ １ と 図
１ ０ （ ｂ ） に お け る 二 次 高 調 波 帯 域 の 合 成 さ れ た エ コ ー の 被 写 体 深 さ ｄ ２ と は 、 場 所 的 な
ず れ が 生 じ る 。 そ の 結 果 、 基 本 波 帯 域 の エ コ ー 生 成 さ れ た 画 像 に お け る ス ペ ッ ク ル の 分 布
パ タ ー ン （ あ る い は 変 動 成 分 の 現 れ 方 ） と 、 二 次 高 調 波 帯 域 の そ れ と は 大 き く 異 な っ た も
の と な る 。 し た が っ て 、 生 成 さ れ た 画 像 を 合 成 す れ ば 、 変 動 成 分 の 影 響 を 小 さ く す る こ と
が で き る （ ホ ワ イ ト ノ イ ズ と し て 捉 え る ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ に つ い て 、
そ の 動 作 を 説 明 す る 。
　 図 １ １ は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ に お け る 合 成 画 像 の 生 成 ま で の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー
ト で あ り 、 図 ７ 、 ６ に 示 し た 処 理 の 手 順 を 示 す 。
　 同 図 に お い て 、 ル ー プ １ (ス テ ッ プ ８ ０ ～ ８ ５ )は 、 ス キ ャ ン す る ス テ ア 角 度 の 数 と 同 数
回 の ル ー プ で あ る の で 、 １ 回 分 の 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 ス テ ア 角 度 指 示 部 １ ０ ３ が ス テ
ア 角 度 テ ー ブ ル Ｔ １ (図 ５ )か ら ス テ ア 角 度 θ iを 読 み 出 し て 送 受 信 制 御 部 １ ０ ２ に 当 該 ス
テ ア 角 度 を 指 示 す る と （ ス テ ッ プ ８ １ ） 、 送 受 信 制 御 部 １ ０ ２ は 、 超 音 波 ア レ イ プ ロ ー ブ
１ ０ １ を 制 御 し て 当 該 ス テ ア 角 度 で 超 音 波 を 送 信 し 、 反 射 波 を 受 信 し （ ス テ ッ プ ８ ２ ） 、
受 信 信 号 を 画 像 生 成 部 １ ０ ４ に 出 力 す る 。 そ の 際 、 周 波 数 帯 域 選 択 部 １ ０ ５ は 周 波 数 帯 域
テ ー ブ ル Ｔ ２ （ 図 ６ （ ａ ） ） か ら θ iに 対 応 す る 周 波 数 帯 域 ω を 読 み 出 す こ と に よ り 選 択
し 画 像 生 成 部 １ ０ ４ に 指 示 す る （ ス テ ッ プ ８ ３ ） 。 画 像 生 成 部 １ ０ ４ は 、 送 受 信 制 御 部 １
０ ２ か ら の 受 信 信 号 の う ち 周 波 数 帯 域 選 択 部 １ ０ ５ に 指 示 さ れ た 周 波 数 帯 域 の 信 号 に 基 づ
い て 画 像 を 生 成 す る （ ス テ ッ プ ８ ４ ） 。 こ の ル ー プ １ の 処 理 に よ り 、 ス テ ア 角 度 指 示 部 １
０ ３ に よ り 指 定 さ れ た ス テ ア 角 度 毎 に 、 反 射 信 号 の う ち 周 波 数 帯 域 選 択 部 １ ０ ５ に 選 択 さ
れ た 周 波 数 帯 域 の 信 号 に 基 づ い て 画 像 が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 説 明 し て き た よ う に 本 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 本 発 明 は ス ペ
ッ ク ル ノ イ ズ の 発 生 原 理 を 踏 ま え 、 ス テ ア 角 度 毎 に 、 周 波 数 帯 域 に 違 い を 持 た せ る こ と に
よ っ て 、 ス テ ア 角 度 毎 の 生 成 画 像 の ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ 出 現 パ タ ー ン の 違 い を 大 き く し 、 合
成 後 の 影 響 を 小 さ く し 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ を 除 去 又 は 低 減 す る こ と が で き る 。
　 な お 、 ス テ ア 角 度 指 示 部 １ ０ ３ は 、 複 数 の ス テ ア 角 度 の う ち 特 定 の ス テ ア 角 度 に 対 し て
は 、 他 と 異 な る 周 波 数 帯 域 を 指 定 す る よ う に 構 成 し て も よ い し 、 操 作 者 入 力 を 受 け る 構 成
と し て も よ い 。 こ う す れ ば 、 特 定 の ス テ ア 角 度 に 対 し て は 、 他 と 異 な る 周 波 数 帯 域 を 指 定
す る と い う 簡 単 な 構 成 に よ り 実 現 で き る 。 周 波 数 帯 域 選 択 部 １ ０ ５ に つ い て も 同 様 で あ る
。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 ス キ ャ ン 時 の ス テ ア 角 度 の 数 を ３ つ と し て い る が 、 こ れ に 限 ら な い 。 ス キ ャ ン 時
の ス テ ア 角 度 の 数 は 、 ス テ ア 角 度 テ ー ブ ル Ｔ １ の ス テ ア 角 度 θ 1、 θ 2、 θ ３ 、 ・ ・ ・ の 数
に よ り 決 ま る 。 こ の ス テ ア 角 度 テ ー ブ ル Ｔ １ に 所 望 の 個 数 の ス テ ア 角 度 を 記 し て お け ば よ
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い 。 こ れ と と も に 周 波 数 帯 域 テ ー ブ ル Ｔ ２ に 同 数 の 周 波 数 帯 域 を 記 し て お け ば よ い 。
　 ま た 、 図 ９ に 示 し た よ う に １ つ の ス テ ア 角 度 に お け る 反 射 波 に 含 ま れ る 異 な る 周 波 数 帯
域 の 受 信 波 か ら そ れ ぞ れ 画 像 を 生 成 し 、 生 成 し た 画 像 を 合 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 画 像 合 成 部 １ ０ ６ は 、 画 像 生 成 部 １ ０ ４ に よ り 生 成 さ れ
た 画 像 に つ い て 、 重 み 係 数 α １ 、 α ２ 、 ・ ・ ・ を 用 い て 画 像 を 合 成 す る 構 成 を 説 明 し た が
、 画 像 生 成 部 １ ０ ４ に お い て 、 各 周 波 数 帯 域 の 信 号 に 対 し て 重 み 付 け を 行 っ て か ら 画 像 を
生 成 す る 構 成 と し て も よ い 。 そ の 際 、 重 み 係 数 は 、 上 記 α １ 、 α ２ 、 ・ ・ ・ と 同 様 に 、 周
波 数 帯 域 毎 の 信 号 強 度 に 反 比 例 す る よ う な 値 と す れ ば よ い 。
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 １ ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。 同 装 置 は 、 図 ４ に 示 し た 構 成 と 比 較 し て 、 新 た に 閾 値 設 定 部 ２ ０ １ 、 閾 値 マ ス ク 生 成
部 ２ ０ ２ を 追 加 し た 点 と 、 画 像 合 成 部 １ ０ ６ の 代 わ り に 画 像 合 成 部 ２ ０ ０ を 備 え る 点 と が
異 な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 実 施 の 形 態 １ の 画 像 合 成 部 １ ０ ６ が 加 重 平 均 に よ り 画 像 を 合 成 し て い た の に 対 し て 、 本
実 施 の 形 態 で は 、 輪 郭 と な る 画 素 値 の 近 辺 の 画 素 値 を 強 調 す る よ う 合 成 す る 演 算 方 法 を 導
入 す る と と も に 、 複 数 の 合 成 演 算 方 法 の う ち か ら 、 輪 郭 を 含 む 領 域 で あ る か そ れ 以 外 の 領
域 で あ る か に 応 じ て 何 れ か の 演 算 方 法 を 選 択 可 能 に す る こ と に よ っ て 、 画 像 中 の 輪 郭 を 含
む 領 域 を よ り き れ い に 表 示 す る よ う 構 成 し て い る 。 図 １ ２ に お い て 、 図 ４ と 同 じ 符 号 を 付
し た 構 成 要 素 は 同 じ 機 能 を 有 す る の で 、 主 に 異 な る 点 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 画 像 合 成 部 ２ ０ ０ は 、 実 施 の 形 態 １ の 画 像 合 成 部 １ ０ ６ が 加 重 平 均 に よ り 画 像 を 合 成 し
て い た の に 対 し て 、 複 数 の 合 成 演 算 方 法 の う ち か ら 、 輪 郭 を 含 む 領 域 で あ る か そ れ 以 外 の
領 域 で あ る か に 応 じ て 何 れ か の 演 算 方 法 を 選 択 可 能 な 構 成 と す る た め 、 最 大 値 検 出 部 ２ ０
３ 、 加 算 平 均 演 算 部 ２ ０ ４ 、 調 和 平 均 演 算 部 ２ ０ ５ 、 画 素 値 演 算 部 ２ ０ ６ 、 合 成 方 法 選 択
部 ２ ０ ７ を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 最 大 値 検 出 部 ２ ０ ３ は 、 画 像 生 成 部 １ ０ ４ に 生 成 さ れ た 複 数 の 画 像 デ ー タ の 、 対 応 す る
画 素 に つ い て 最 大 値 を 検 出 す る 。 つ ま り 、 最 大 値 検 出 部 ２ ０ ３ は 、 複 数 の 画 像 デ ー タ の 同
じ 位 置 に あ る 画 素 値 に 注 目 し 、 も っ と も 大 き い 画 素 値 を 持 つ も の を 選 択 し て 、 合 成 画 像 の
対 応 す る 位 置 の 画 素 値 と す る も の で あ る 。 こ の 手 法 は 、 そ の 位 置 に は 被 写 体 描 出 す る 信 号
が 存 在 す る こ と が 明 ら か な 場 合 、 よ り 高 い 輝 度 で 被 写 体 の 描 出 が 可 能 と な る と い う 点 で 有
効 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 加 算 平 均 演 算 部 ２ ０ ４ は 、 画 像 生 成 部 １ ０ ４ に 生 成 さ れ た 複 数 の 画 像 デ ー タ の 、 対 応 す
る 画 素 に つ い て 加 算 平 均 を 求 め 、 合 成 結 果 の 画 像 に お け る 当 該 画 素 の 画 素 値 と す る 。 加 算
平 均 は 、 コ ン パ ウ ン ド ス キ ャ ン で 合 成 画 像 を 生 成 す る 際 に は 最 も 一 般 的 に 用 い ら れ る 手 法
で あ る 。 加 算 平 均 に よ る 合 成 画 像 の 画 素 値 ｆ ＿ ｇ （ ｉ ） は 次 式 で 表 現 さ れ る 。
ｆ ＿ ｇ （ ｉ ） ＝ （ ｆ ＿ ０ （ ｉ ） ＋ ｆ ＿ １ （ ｉ ） ＋ … ＋ ｆ ＿ （ Ｍ － １ ） （ ｉ ） ） ／ Ｍ
　 た だ し 、 合 成 の 対 象 と な る 画 像 デ ー タ （ そ の 画 素 数 を Ｎ と す る ） の 個 数 を Ｍ 、 ｍ （ ｍ は
０ ～ (Ｍ － １ )） 番 目 の 画 像 デ ー タ の ｉ （ ｉ は １ ～ Ｎ ） 番 目 の 画 素 を ｆ ＿ ｍ （ ｉ ） 、 合 成 画
像 の ｉ 番 目 の 画 素 値 を ｆ ＿ ｇ （ ｉ ） と す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 加 算 平 均 に よ る 合 成 画 像 は 、 複 数 の 画 像 間 の 画 素 値 が 均 等 に 合 成 画 像 の 画 素 値 に 反 映 さ
れ 、 一 見 自 然 な 合 成 結 果 が 得 ら れ る 。 ま た 、 重 ね 合 わ せ 効 果 に よ り 、 Ｌ Ｐ Ｆ （ Ｌ ｏ ｗ 　 Ｐ
ａ ｓ ｓ 　 Ｆ ｉ ｌ ｔ ｅ ｒ ） 効 果 も 得 ら れ る た め 、 こ の 処 理 を 行 な う こ と で ガ ウ ス 分 布 に 従 う
一 般 の ホ ワ イ ト ノ イ ズ の 影 響 は 弱 め ら れ る 。 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ も 複 数 の 画 像 デ ー タ 間 で 出
現 パ タ ー ン が 異 な る 場 合 は 同 様 の 効 果 が 期 待 で き る が 、 一 方 で 明 確 に 描 出 し た い 被 写 体 輪
郭 に も ボ ケ が 生 じ て し ま う た め 、 こ の 手 法 単 独 で の 使 用 は 望 ま し く な い 。
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【 ０ ０ ４ ８ 】
　 調 和 平 均 演 算 部 ２ ０ ５ は 、 画 像 生 成 部 １ ０ ４ に 生 成 さ れ た 複 数 の 画 像 デ ー タ の 、 対 応 す
る 画 素 に つ い て 調 和 平 均 を 求 め 、 合 成 結 果 の 画 像 に お け る 当 該 画 素 の 画 素 値 と す る 。 調 和
平 均 に よ る 合 成 画 像 の 画 素 値 ｆ ＿ ｇ （ ｉ ） は 次 式 で 表 現 さ れ る 。
ｆ ＿ ｇ （ ｉ ） ＝ Ｍ ／ （ （ １ ／ ｆ ＿ ０ （ ｉ ） ） ＋ （ １ ／ ｆ ＿ ０ （ ｉ ） ） ＋ … ＋ （ １ ／ ｆ ＿ （
Ｍ － １ ） （ ｉ ） ） ）
　 調 和 平 均 の 算 出 で は 画 素 値 と し て ０ も し く は 負 の 値 が 存 在 す る 場 合 は 計 算 で き な い が 、
画 素 値 が ０ の 場 合 は 非 ０ の 正 の 値 （ 例 え ば １ ） に 置 き 換 え る な ど の 処 理 を 行 な う 。 画 素 値
は 負 の 値 は 一 般 に は 含 ま れ な い が 、 も し 存 在 し た 場 合 は 非 ０ の 正 の 値 に 置 き 換 え る な ど の
処 理 を 行 う 。 調 和 平 均 に よ れ ば 、 極 端 に 値 の 離 れ た 値 （ 大 き な 値 ） が 存 在 す る 場 合 、 こ の
値 の ｆ ＿ ｇ （ ｉ ） へ の 影 響 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 画 素 値 演 算 部 ２ ０ ６ は 、 画 像 生 成 部 １ ０ ４ に 生 成 さ れ た 複 数 の 画 像 デ ー タ の 、 対 応 す る
画 素 に つ い て 、 合 成 画 像 の 画 素 値 を 次 に 示 す 式 ｆ ＿ ｇ （ ｉ ） に 従 っ て 画 素 値 を 求 め 、 合 成
結 果 の 画 像 に お け る 当 該 画 素 の 画 素 値 と す る 。
ｆ ＿ ｇ （ ｉ ） ＝ Ｓ － Ｍ ／ （ （ １ ／ （ Ｓ － ｆ ＿ ０ （ ｉ ） ） ） ＋ （ １ ／ （ Ｓ － ｆ ＿ １ （ ｉ ） ）
） ＋ … ＋ （ １ ／ （ Ｓ － ｆ ＿ （ Ｎ － １ ） （ ｉ ） ） ） ）
　 こ こ で 、 Ｓ は 、 ｆ ＿ ｍ （ ｉ ） が 取 り う る 値 を 超 え な い 値 を 持 ち 、 基 準 と な る 値 で あ る 。
つ ま り 、 こ の Ｓ に 近 い 画 素 値 は ｆ ＿ ｇ （ ｉ ） に お い て 強 調 さ れ る よ う に 反 映 さ れ る 。 こ の
画 素 演 算 を 行 な う 場 合 に は ｆ ＿ ｍ （ ｉ ） は Ｓ 以 外 か つ 正 の 値 を と る 必 要 が あ る の で 、 も し
ｆ ＿ ｍ （ ｉ ） が Ｓ に 等 し い 場 合 は そ の 値 を Ｓ 以 外 の Ｓ に 近 い 正 の 値 （ 例 え ば Ｓ ＋ １ な ど ）
に 置 き 換 え る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 合 成 方 法 選 択 部 ２ ０ ７ は 、 画 像 生 成 部 １ ０ ４ に よ り 生 成 さ れ た ス テ ア 角 度 毎 の 画 像 に 対
し て 、 輪 郭 を 含 む 領 域 内 の 画 素 に つ い て は 、 上 記 ４ つ の 演 算 部 ２ ０ ３ ～ ２ ０ ６ の 何 れ か 一
つ 演 算 部 を 、 そ れ 以 外 の 領 域 内 の 画 素 に つ い て は 異 な る 演 算 部 を 選 択 し て 、 実 行 さ せ る 。
輪 郭 を 含 む 領 域 で あ る か 否 か は 、 閾 値 設 定 部 ２ ０ １ 、 閾 値 マ ス ク 生 成 部 ２ ０ ２ に よ り 生 成
さ れ る マ ス ク デ ー タ に よ る 。 つ ま り 、 合 成 方 法 選 択 部 ２ ０ ７ は 、 前 記 閾 値 マ ス ク 生 成 部 ２
０ ２ が 生 成 し た マ ス ク デ ー タ に 基 づ き 、 画 素 毎 に 画 像 合 成 の 方 法 を 上 記 ４ つ の 演 算 部 ２ ０
１ ～ ２ ０ ４ か ら 選 択 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 閾 値 設 定 部 ２ ０ １ は 、 画 像 生 成 部 １ ０ ４ に よ っ て 生 成 さ れ た 各 画 像 に つ い て 閾 値 を 設 定
す る 。 閾 値 の 設 定 方 法 と し て は 、 （ ア ） ユ ー ザ ー が 超 音 波 診 断 装 置 に 付 属 す る 入 力 装 置 （
キ ー ボ ー ド 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル 、 各 種 ス イ ッ チ な ど ） を 使 用 し て 任 意 の 値 に 設 定 す る 場 合 と
、 （ イ ） 音 信 号 の 周 波 数 、 画 像 生 成 時 の 増 幅 率 、 使 用 し た 帯 域 、 合 成 方 法 な ど の パ ラ メ ー
タ に よ っ て あ ら か じ め 決 め ら れ た 値 と す る 場 合 、 （ ウ ） 合 成 対 象 と な る 画 像 デ ー タ の 任 意
領 域 を 指 定 し 、 そ の 領 域 に お け る 画 素 値 の 平 均 値 や 中 間 値 、 最 大 値 や 最 小 値 な ど の 値 を 閾
値 と し て 設 定 す る 場 合 等 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 閾 値 マ ス ク 生 成 部 ２ ０ ２ は 、 前 記 閾 値 設 定 部 ２ ０ １ に 設 定 さ れ た 閾 値 に 従 っ て 、 画 像 デ
ー タ の 画 素 値 の 大 小 を 判 定 し 、 そ の 結 果 を 収 め た マ ス ク デ ー タ を 作 成 す る 。 こ こ で の マ ス
ク デ ー タ は 、 画 素 が 閾 値 を 超 え た 否 か を 示 す も の で あ り 、 閾 値 は 画 像 に お け る 輪 郭 及 び そ
の 近 辺 の 画 素 値 の 限 界 を 示 す 値 と し て 設 定 さ れ る 。
　 図 １ ３ は 、 マ ス ク デ ー タ の 生 成 方 法 の 一 例 に つ い て 説 明 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ こ で は 閾 値 は あ る 値 Ｔ ｈ の １ つ の み が 与 え ら れ て お り 、 閾 値 マ ス ク 生 成 部 ２ ０ ２ は 、
Ｎ 個 の 画 素 値 を 持 つ ３ 個 の 画 像 デ ー タ （ ｆ ＿ １ 、 ｆ ＿ ２ 、 ｆ ＿ ３ ） よ り 合 成 画 像 を 生 成 す
る も の と す る 。
　 画 像 デ ー タ ｆ ＿ １ の あ る 画 素 ｆ ＿ １ （ ｉ ） （ ｉ は １ ～ Ｎ ） が Ｔ ｈ よ り 大 き い 場 合 、 こ の
画 像 デ ー タ に 対 す る マ ス ク デ ー タ Ｔ ＿ ｆ １ （ ｉ ） ＝ １ と す る 。 こ れ は 輪 郭 及 び そ の 近 辺 の
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領 域 の 画 素 で あ る こ と 意 味 す る 。 Ｔ ｈ 以 下 の 場 合 は Ｔ ＿ ｆ １ （ ｉ ） ＝ ０ と す る 。 こ れ は 、
そ れ 以 外 の 領 域 で あ る こ と を 意 味 す る 。 閾 値 マ ス ク 生 成 部 ２ ０ ２ は 、 こ の 処 理 を す べ て の
画 素 値 に 対 し て 行 い 、 ま た ３ 個 の 画 像 デ ー タ に 対 し て も 同 様 に 処 理 を 行 な っ て 、 同 図 上 段
に 示 し た そ れ ぞ れ の マ ス ク デ ー タ Ｔ ＿ ｆ １ 、 Ｔ ＿ ｆ ２ 、 Ｔ ＿ ｆ ３ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 さ ら に 、 同 図 下 段 に 示 す よ う に 、 閾 値 マ ス ク 生 成 部 ２ ０ ２ は 、 ３ 個 の マ ス ク デ ー タ Ｔ ＿
ｆ １ 、 Ｔ ＿ ｆ ２ 、 Ｔ ＿ ｆ ３ か ら 合 成 に 使 用 す る マ ス ク デ ー タ Ｔ ＿ ｇ （ ｉ ） を 生 成 す る 。 同
図 の ３ 個 の マ ス ク デ ー タ は 、 マ ス ク 値 は １ （ 白 の 部 分 ） か ０ （ 黒 の 部 分 ） の 値 を と る 。 こ
こ で は ３ 個 の マ ス ク デ ー タ の 論 理 和 を 取 っ た も の を 合 成 用 の マ ス ク デ ー タ と し て い る 。
　 こ れ は 一 例 で あ り 、 す べ て の 画 像 デ ー タ で 閾 値 以 上 と な っ て い る 画 像 を 得 た い 場 合 に は
論 理 積 に よ っ て 合 成 用 閾 値 マ ス ク デ ー タ と す れ ば よ い し 、 ま た マ ス ク デ ー タ １ 画 素 あ た り
の ビ ッ ト 数 を 増 や し て マ ス ク デ ー タ ０ と １ 以 外 の 値 を 持 た せ て 多 値 に し て も よ い 。 そ の 場
合 は 、 画 像 に お け る 輪 郭 及 び そ の 近 辺 の 領 域 や 、 低 輝 度 の 領 域 な ど 、 ３ 以 上 の 領 域 を 判 別
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に つ い て 、 そ の 動 作 を 説
明 す る 。
　 図 １ ４ は 、 画 像 合 成 部 ２ ０ ０ の 合 成 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 同 図 に お い て 、
ル ー プ １ （ ス テ ッ プ １ ０ １ ～ １ ０ ７ ） は 、 画 像 生 成 部 １ ０ ４ に 生 成 さ れ た 画 像 の 画 素 数 Ｎ
と 同 数 回 行 わ れ る の で 、 以 下 そ の １ 回 分 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 合 成 方 法 選 択 部 ２ ０ ７ は 、 合 成 対 象 の 画 素 に 対 応 す る マ ス ク デ ー タ Ｔ ＿ ｇ （ ｉ ） ＝ １ で
あ る か （ 輪 郭 を 含 む 領 域 １ ） で あ る か 、 Ｔ ＿ ｇ （ ｉ ） ＝ ０ （ そ れ 以 外 の 領 域 ０ ） で あ る か
を 判 定 し （ ス テ ッ プ １ ０ ２ ） 、 判 定 結 果 に 応 じ て （ ス テ ッ プ １ ０ ３ ） 領 域 １ 用 の 演 算 を 選
択 （ ス テ ッ プ １ ０ ５ ） 又 は 領 域 ０ 用 の 演 算 を 選 択 （ ス テ ッ プ １ ０ ４ ） し 、 演 算 部 ２ ０ ３ ～
２ ０ ６ の う ち 選 択 さ れ た 演 算 に 対 応 す る 演 算 部 に よ り 画 素 の 合 成 演 算 を さ せ る （ ス テ ッ プ
１ ０ ６ ） 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の よ う に 、 合 成 方 法 選 択 部 ２ ０ ７ は 、 閾 値 マ ス ク 生 成 部 ２ ０ ２ に よ り 生 成 さ れ た 閾 値
マ ス ク デ ー タ Ｔ ＿ ｇ （ ｉ ） の 値 に よ っ て 合 成 方 法 の 選 択 を 行 な う 。 す な わ ち Ｔ ＿ ｇ （ ｉ ）
が ０ と １ の ２ 値 で 構 成 さ れ て い る 場 合 、 例 え ば Ｔ ＿ ｇ （ ｉ ） ＝ ０ の 領 域 は ｆ ＿ １ （ ｉ ） 、
ｆ ＿ ２ （ ｉ ） 、 ｆ ＿ ３ （ ｉ ） の 加 算 平 均 、 Ｔ ＿ ｇ （ ｉ ） ＝ １ の 領 域 は 最 大 値 検 出 を 行 な う
な ど で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 Ｔ ＿ ｇ （ ｉ ） ＝ １ で あ る 場 合 、 ｉ と い う 場 所 に は 検 査 対 象 物 の 存 在 を 示 す 高 い 輝
度 値 が あ る と い う こ と で あ る の で 、 ３ 個 の 画 像 デ ー タ ｆ ＿ １ （ ｉ ） 、 ｆ ＿ ２ （ ｉ ） 、 ｆ ＿
３ （ ｉ ） の う ち 最 も 高 い 輝 度 を 選 択 す る こ と で 、 よ り 明 瞭 に 被 写 体 を 描 出 す る こ と が 可 能
と な る 。 Ｔ ＿ ｇ （ ｉ ） ＝ ０ の 場 合 、 ｉ と い う 場 所 が 被 写 体 内 の 輪 郭 部 分 に 該 当 せ ず 、 し た
が っ て そ の 場 所 の 輝 度 値 は ノ イ ズ を 表 す 可 能 性 が 高 い 。 こ の よ う な 信 号 に 対 し 加 算 平 均 処
理 を 行 な う と 、 Ｌ Ｐ Ｆ 効 果 が 得 ら れ 、 合 成 画 像 で は ノ イ ズ 成 分 は 抑 え ら れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 閾 値 マ ス ク デ ー タ Ｔ ＿ ｇ （ ｉ ） が ０ 、 １ 以 外 の 値 を 持 つ 場 合 （ 三 値 以 上 の 場 合 ）
に は そ の 値 毎 に 合 成 方 法 を 選 択 す れ ば よ い 。
　 こ こ で 、 各 演 算 部 の 選 択 に つ い て 補 足 説 明 す る 。
　 調 和 平 均 処 理 の 場 合 、 一 連 の デ ー タ 群 の 中 で 極 端 に 値 の 異 な る （ 大 き い ） デ ー タ が あ っ
た と き に 、 こ の 影 響 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 第 １ 例 と し て ｛ ８ ０ ， ９ ０ ， １ ０ ０ ， １ ０ ０ ０ ｝ と い う デ ー タ 組 が あ っ た 場 合 、 加 算 平
均 演 算 部 ２ ０ ４ を 選 択 し た 場 合 は ３ １ ７ ． ５ 、 調 和 平 均 演 算 部 ２ ０ ５ を 選 択 し た 場 合 は １
１ ５ ． ６ 、 画 素 値 演 算 部 ２ ０ ６ を 使 用 し た 場 合 は Ｓ ＝ ７ ５ の と き ８ ８ ． ０ と な る 。
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　 第 ２ 例 と し て ｛ ８ ０ ， ９ ０ ， １ ０ ０ ， １ ｝ と い う デ ー タ 組 が あ っ た 場 合 は 、 加 算 平 均 演
算 部 ２ ０ ４ は ６ ７ ． ８ 、 調 和 平 均 演 算 部 ２ ０ ５ は ３ ． ８ ６ ９ 、 画 素 値 演 算 部 ２ ０ ６ は Ｓ ＝
７ ５ の と き ８ ８ ． ６ と な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 上 記 ２ つ 例 の デ ー タ の 組 は ９ ０ 近 辺 に ３ 個 の 値 が あ り 、 大 き く か け 離 れ た 値 と し て １ ０
０ ０ あ る い は １ と い う 値 を 設 定 し て あ る 。 す な わ ち 、 ９ ０ 近 辺 の 値 が 正 解 に 近 い 値 で あ る
と い う 仮 定 で 、 上 記 の 算 出 結 果 を 見 る と 加 算 平 均 演 算 部 ２ ０ ４ （ 加 算 平 均 演 算 部 ） を 使 用
し た 場 合 は １ ０ ０ ０ あ る い は １ と い う 値 の 影 響 を 受 け て ９ ０ 付 近 か ら 逸 脱 し た 値 と な っ て
い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 調 和 平 均 演 算 部 ２ ０ ５ に よ れ ば 第 １ 例 ｛ ８ ０ ， ９ ０ ， １ ０ ０ ， １ ０ ０ ０ ｝ の デ ー タ 組 に
対 し て は 良 好 な 結 果 を 得 る が 、 調 和 平 均 は １ 近 辺 の 値 の 影 響 を 強 く 受 け る と い う 特 性 が あ
る た め 、 第 ２ 例 ｛ ８ ０ 、 ９ ０ ， １ ０ ０ ， １ ｝ の デ ー タ 組 で は 大 き く か け 離 れ た 値 と な っ て
い る 。
　 た だ し 、 実 施 の 形 態 ２ に 示 し た よ う に 、 あ る 閾 値 を 設 定 し 、 処 理 を 行 な う 画 素 値 の 値 を
あ る 程 度 選 択 で き る よ う に な っ て い る た め 、 １ に 近 い 値 の 画 素 値 を 処 理 す る こ と は 避 け る
こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 画 素 値 演 算 部 ２ ０ ６ を 用 い た 場 合 は ど ち ら の デ ー タ 組 に 対 し て も 安 定 し た 結 果 を 出 力 し
て い る 。 こ れ は 基 準 値 Ｓ と し て ７ ５ と い う ９ ０ に 近 い 値 を 選 択 し た た め で あ る 。 こ の 数 式
は 、 画 素 値 の 大 小 関 係 を 逆 転 さ せ た も の の 調 和 平 均 を と り 、 そ の 結 果 の 大 小 を 再 び 反 転 さ
せ る と い う 処 理 を 行 な っ て い る 。 し た が っ て 、 調 和 平 均 の 特 性 （ １ （ 基 準 値 ） に 近 い 値 が
強 調 さ れ る ） を 基 準 値 Ｓ に 近 い 値 を 強 調 す る よ う に 変 形 し た も の が 画 素 値 演 算 部 ２ ０ ６ の
式 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ れ ら の 合 成 方 法 の 選 択 は ユ ー ザ ー が 任 意 に 選 択 で き る 。 ま た 、 画 素 値 演 算 部 ２ ０ ６ を
用 い る と き の 基 準 値 Ｓ の 決 定 方 法 は 任 意 で あ る が 、 検 査 対 象 物 を 描 出 し て い る 輝 度 値 が 定
量 的 に 得 る こ と が で き れ ば 、 そ れ を 基 準 値 Ｓ と す る こ と に よ り 大 き く か け 離 れ た 値 の 影 響
を 取 り 除 く こ と が で き 、 画 面 の ざ ら つ き を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 以 上 説 明 し て き た よ う に 本 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 画 素 値 演 算 部
２ ０ ６ に お い て 基 準 値 Ｓ と し て 強 調 す べ き 画 素 値 と 同 じ 値 を 設 定 し て お く こ と に よ り 、 合
成 結 果 の 画 像 に お い て 基 準 値 付 近 の 画 素 値 を も つ 部 分 を 強 調 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ の 除 去 又 は 低 減 に 加 え て 、
画 素 値 演 算 部 ２ ０ ６ に よ る 強 調 に よ り 画 像 を き れ い に す る 効 果 を 相 乗 的 に 奏 し て い る が 、
画 素 値 演 算 部 ２ ０ ６ に よ る 強 調 の 効 果 は 実 施 の 形 態 １ の 効 果 と は 独 立 し て 得 ら れ る こ と が
で き る 。 す な わ ち 、 基 準 値 Ｓ と し て 輪 郭 を 表 す 画 素 値 の 値 を 設 定 し て お け ば 、 合 成 結 果 の
画 像 に お け る 輪 郭 を 含 む 領 域 を 強 調 し て き れ い に 表 示 す る こ と が で き る 。 ま た 、 基 準 値 Ｓ
と し て 輪 郭 以 外 で も 特 定 の 強 調 す べ き 領 域 の 画 素 の 値 を 設 定 し て お け ば 当 該 領 域 を 強 調 し
て 画 質 を 向 上 さ せ て 、 き れ い に 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 閾 値 設 定 部 ２ ０ １ に お い て 閾 値 の 値 と し て 、 複 数 の 領 域 の 境 界 と な る 値 を １ つ 又
は ２ つ 以 上 設 定 し 、 閾 値 マ ス ク 生 成 部 ２ ０ ２ に よ っ て 輪 郭 を 含 む 領 域 や 低 輝 度 の 領 域 な ど
を 示 す マ ス ク デ ー タ を 生 成 す な わ ち 領 域 を 判 別 す る こ と が で き 、 さ ら に 、 合 成 方 法 選 択 部
２ ０ ７ に お い て マ ス ク デ ー タ に 示 さ れ る 領 域 毎 に 演 算 部 ２ ０ ３ ～ ２ ０ ６ の 何 れ か を 選 択 す
る こ と に よ り 、 領 域 毎 に 最 適 な 画 素 演 算 方 法 を 選 択 し て 、 輪 郭 を 含 む 領 域 や 低 輝 度 の 領 域
や そ の 他 の 領 域 な ど 領 域 毎 に 最 適 な 画 素 演 算 に よ り 合 成 す る こ と が で き 、 き れ い な 表 示 を
得 る こ と が で き る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ の 除 去 又
は 低 減 に 加 え て 、 閾 値 設 定 部 ２ ０ １ 及 び 閾 値 マ ス ク 生 成 部 ２ ０ ２ に よ る 領 域 毎 に 画 素 演 算
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を 選 択 す る こ と に よ り き れ い な 画 像 を 得 る こ と を 相 乗 的 に 奏 し て い る が 、 領 域 毎 の 画 素 演
算 の 選 択 に よ る 効 果 も 実 施 の 形 態 １ の 効 果 と は 独 立 し て 得 ら れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 な お 、 最 大 値 検 出 部 ２ ０ ３ は 、 画 像 生 成 部 １ ０ ４ に 生 成 さ れ た 複 数 の 画 像 デ ー タ に つ い
て 、 平 均 的 な 画 素 レ ベ ル を 平 準 化 さ せ る な ど の 画 像 調 整 を 行 う こ と が 望 ま し い 。 こ れ は 、
反 射 信 号 に 含 ま れ る 周 波 数 帯 域 (基 本 波 、 第 ２ 次 高 調 波 、 第 ３ 次 高 調 波 )毎 に 受 信 信 号 の 強
度 （ 振 幅 )が 異 な る か ら で あ る 。 つ ま り 、 基 本 波 、 第 二 次 高 調 波 、 第 三 次 高 調 波 の 各 受 信
信 号 の 振 幅 比 は １ ０ ０ ： １ ０ ： １ 程 度 で あ る の で 、 こ の 振 幅 比 を 吸 収 す べ く 画 像 デ ー タ を
平 準 化 す れ ば よ い 。 例 え ば 、 最 大 値 検 出 部 ２ ０ ３ は 、 各 画 像 デ ー タ に 受 信 信 号 の 強 度 に 反
比 例 す る よ う な 重 み 付 け を 行 っ て 平 準 化 し 、 平 準 化 後 の 画 像 デ ー タ に お い て 最 大 値 検 出 を
行 え ば よ い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ の よ う な 画 像 デ ー タ の 平 準 化 は 加 算 平 均 演 算 部 ２ ０ ４ 、 調 和 平 均 演 算 部 ２ ０ ５ 、 画 素
値 演 算 部 ２ ０ ６ に お い て も 同 様 に 行 っ て も よ い 。 す な わ ち 、 加 算 平 均 演 算 部 ２ ０ ４ は 、 実
施 の 形 態 １ に お け る 画 像 合 成 部 １ ０ ６ と 同 様 に 、 重 み 付 け を 伴 う 加 算 平 均 に よ り 合 成 画 像
の 画 素 値 ｆ ＿ ｇ （ ｉ ） を 求 め る 構 成 と し て も よ い 。 そ の 場 合 、 加 算 平 均 演 算 部 ２ ０ ４ は 合
成 画 像 の 画 素 値 ｆ ＿ ｇ （ ｉ ） を 求 め れ ば よ い 。 た だ し 、 ｍ (ｍ は ０ ～ (M-1))番 目 の 画 像 デ
ー タ に 対 す る 重 み 係 数 を α ｍ と す る 。
f_g(i)＝ (α _0・  f_0(i) ＋  α _1・ f_1(i) ＋  …  ＋  α _(M-1)・ f_(M-1)(i))／ M
　 ま た 、 調 和 平 均 演 算 部 ２ ０ ５ は 、 次 式 に 示 す 重 み 付 け を 伴 う 調 和 平 均 に よ り 合 成 画 像 の
画 素 値 ｆ ＿ ｇ （ ｉ ） を 求 め る 構 成 と し て も よ い 。
f_g(i)＝ M／ ((1/(α _0・ f_0(i))＋ 1/(α _1・ f_1(i))＋ … ＋ 1/(α _(M-1)・ f_(M-1)(i)))
　 さ ら に 、 画 素 値 演 算 部 ２ ０ ６ は 、 次 式 に 示 す 重 み 付 け を 伴 う 画 素 演 算 に よ り 合 成 画 像 の
画 素 値 ｆ ＿ ｇ （ ｉ ） を 求 め る 構 成 と し て も よ い 。
f_g(i)＝ S-M／ (p_0(i) ＋  p_1(i) ＋  …  ＋  p_(M-1)(i))
p_0(i)=1／ (S－ α _0・ f_0(i))
p_1(i)=1／ (S－ α _1・ f_1(i))
p_(M-1)(i)=1／ (S－ α _(M-1)・ f_(M-1)(i))
　 な お 、 画 像 生 成 部 １ ０ ４ に お い て 上 記 重 み 係 数 α を 用 い て 重 み 付 け し て 画 像 デ ー タ を 生
成 す る 場 合 は 、 画 像 合 成 部 ２ ０ ０ に お け る 重 み 付 け は 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
（ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 基 と な る Ｒ Ｆ （ Ｒ ａ ｄ ｉ ｏ  Ｆ ｒ ｅ ｑ ｕ ｅ ｎ
ｃ ｙ ） 信 号 を 保 存 し て お き 、 オ フ ラ イ ン の 状 態 で よ り 高 画 質 な 合 成 画 像 を 生 成 す る 手 法 に
つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 １ ５ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 一 例 と し て 実 施 の 形 態 ３ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 構
成 を 示 し て い る 。 同 装 置 は 、 図 １ ２ の 構 成 と 比 較 し て 、 新 た に Ｒ Ｆ 信 号 格 納 部 ３ ０ １ を 追
加 し た 点 と 、 オ フ ラ イ ン 時 に お い て 画 像 生 成 部 １ ０ ４ が ス テ ア 角 度 毎 の 画 像 に つ い て 、 複
数 の 周 波 数 帯 域 (例 え ば 前 記 の ω 1、 ω 2、 ω 3)の そ れ ぞ れ つ い て 画 像 を 生 成 す る 点 が 異 な
る 。 以 下 異 な る 点 を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 Ｒ Ｆ 信 号 格 納 部 ３ ０ １ は 、 送 受 信 制 御 部 １ ０ ２ で 受 信 し た Ｒ Ｆ 信 号 を 格 納 す る た め の も
の で あ り 、 オ フ ラ イ ン 時 に 少 な く と も 合 成 画 像 １ 枚 を 合 成 す る の に 必 要 な 量 の Ｒ Ｆ 信 号 を
格 納 す る だ け の 容 量 を 持 つ 。
　 図 １ ６ は オ フ ラ イ ン 時 の 処 理 の 流 れ の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。 オ フ ラ イ ン 時 に お い て 超
音 波 ア レ イ プ ロ ー ブ １ ０ １ か ら の Ｒ Ｆ 信 号 （ つ ま り 受 信 さ れ た 反 射 波 ） は Ｒ Ｆ 信 号 格 納 部
３ ０ １ に 格 納 さ れ る 。 オ フ ラ イ ン 時 に は 、 画 像 合 成 に 必 要 な 情 報 は す べ て Ｒ Ｆ 信 号 格 納 部
３ ０ １ に 格 納 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
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　 画 像 生 成 部 １ ０ ４ は 、 Ｒ Ｆ 信 号 格 納 部 ３ ０ １ か ら Ｒ Ｆ 信 号 を 読 み 出 し 、 様 々 に パ ラ メ ー
タ （ 周 波 数 帯 域 な ど ） を 変 え て 画 像 デ ー タ を 生 成 し 、 画 像 デ ー タ メ モ リ (図 外 )に 格 納 す る
。 画 像 デ ー タ の 生 成 に 際 し て 、 画 像 生 成 部 １ ０ ４ は 、 画 像 デ ー タ の 平 均 的 な 画 素 レ ベ ル を
平 準 化 す る た め に 、 周 波 数 帯 域 に 応 じ た 重 み 付 け を 行 う 。
　 図 １ ６ で は 、 ス テ ア 角 度 が ３ 方 向 （ θ １ 、 θ ２ 、 θ ３ ） の Ｒ Ｆ 信 号 そ れ ぞ れ に 対 し て 、
基 本 波 ω 1、 二 次 高 調 波 ω 2、 三 次 高 調 波 ω 3に よ っ て 画 像 デ ー タ を 生 成 し た 様 子 を 示 し て
お り 、 合 計 ９ 個 の 画 像 デ ー タ が 格 納 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の よ う に し て 生 成 さ れ た ９ つ の 画 像 デ ー タ は 、 画 像 合 成 部 １ ０ ６ に よ り 合 成 さ れ る 。
図 １ ６ で は ２ つ の 合 成 方 法 を 示 し て い る 。
　 合 成 例 １ で は 、 ま ず 最 初 に 周 波 数 コ ン パ ウ ン ド (同 じ ス テ ア 角 度 に お け る 異 な る 周 波 数
帯 域 の 画 像 の 合 成 )を 行 い 、 そ の 後 、 そ れ ら の 合 成 結 果 を さ ら に 合 成 さ し て 、 最 終 的 な 合
成 画 像 を 得 る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 合 成 例 ２ は 、 こ の 順 番 を 入 れ 替 え 、 最 初 に 異 な っ た ス テ ア 角 度 の 同 じ 周 波 数 帯 域 の 画 像
の 合 成 を 行 な っ て 、 そ れ ら の 合 成 結 果 を さ ら に 合 成 す る こ と （ 周 波 数 コ ン パ ウ ン ド ） に よ
り 、 最 終 的 な 合 成 画 像 を 得 る 。
　 ど ち ら の 合 成 例 も 数 学 的 に は 等 価 の 処 理 で あ り 、 最 終 結 果 は 処 理 順 序 に は 依 存 し な い は
ず で あ る が 、 実 際 の 処 理 に お い て は 桁 落 ち や 丸 め 誤 差 な ど の 変 動 成 分 の 混 入 が あ り 、 こ の
影 響 の 後 段 へ の 伝 わ り 方 が 異 な る た め 、 最 終 画 像 へ の 影 響 が 現 れ て し ま う 。 ど の よ う な 順
番 で 合 成 処 理 を 行 な う か に つ い て は 、 合 成 方 法 と し て ど の 方 法 を 選 択 す る に か に よ っ て も
異 な っ て く る た め 、 処 理 方 法 と 処 理 順 序 の 関 係 を あ ら か じ め 登 録 し た メ モ リ な ど を 備 え て
お く 、 あ る い は そ の 都 度 ユ ー ザ ー が 合 成 方 法 と 順 序 を 指 定 す る と い う 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ の オ フ ラ イ ン 時 の 画 像 合 成 の 場 合 、 前 述 の よ う に 処 理 量 は 多 く な る が 、 合 成 画 像 の 生
成 に 使 用 す る デ ー タ 数 が 多 く な る た め 、 ノ イ ズ 除 去 効 果 は さ ら に 大 き く す る こ と が で き る
と い う 効 果 が あ る 。
　 た だ し 、 合 成 に 用 い る 画 像 デ ー タ の 数 が 多 く な る と 、 そ れ に 伴 っ て 合 成 後 の 画 像 が ぼ や
け て く る 場 合 が あ る が 、 そ の 場 合 に は 、 Ｈ Ｐ Ｆ （ Ｈ ｉ ｇ ｈ  Ｐ ａ ｓ ｓ  Ｆ ｉ ｌ ｔ ｅ ｒ ） や エ
ッ ジ 強 調 フ ィ ル タ 、 あ る い は こ れ と 等 価 な 効 果 を も つ よ う な 合 成 方 法 を 利 用 す る こ と で 、
合 成 後 の 画 像 の ボ ケ は 回 復 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 な お 、 各 実 施 の 形 態 の 図 ４ 、 ９ 、 １ ３ に 示 し た 機 能 ブ ロ ッ ク 図 及 び 図 １ １ の フ ロ ー チ ャ
ー ト は 、 図 ３ に 示 し た 本 体 装 置 １ ２ に お け る Ｄ Ｓ Ｐ や Ｃ Ｐ Ｕ に お い て プ ロ グ ラ ム と し て 実
現 で き る こ と は 言 う ま で も な い 。 こ の プ ロ グ ラ ム は 、 Ｃ Ｄ な ど の 記 録 媒 体 や 電 気 通 信 回 線
を 通 し て 配 信 可 能 で あ り 、 パ ッ ケ ー ジ ソ フ ト ウ ェ ア や ダ ウ ン ロ ー ド 用 ソ フ ト ウ ェ ア と し て
独 立 し て 取 引 の 対 象 と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ か ら 超 音 波 を 送 信 し 、 対 象 物 か ら の 反 射 波 か ら 生 成 さ れ る 反
射 信 号 に 基 づ い て 画 像 を 生 成 す る 画 像 処 理 装 置 、 例 え ば 、 医 療 用 等 の 超 音 波 診 断 装 置 等 に
適 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
【 図 １ 】 （ ａ ） 超 音 波 ア レ イ プ ロ ー ブ か ら 複 数 の 方 向 へ 超 音 波 ビ ー ム を 照 射 す る 様 子 を 示
す 図 で あ る 。 （ ｂ ） 検 査 対 象 物 を 示 す 図 で あ る 。 （ ｃ ） ３ 方 向 か ら 取 得 さ れ た 画 像 デ ー タ
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） 深 度 が 浅 い 検 査 対 象 物 を ス キ ャ ン す る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。 （ ｂ ） 深 度 が
深 い 検 査 対 象 物 を ス キ ャ ン す る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 外 観 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 超 音 波 診 断 装 置 の 主 要 な 機 能 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ス テ ア 角 度 テ ー ブ ル と ポ イ ン タ Ｐ と を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） 周 波 数 帯 域 テ ー ブ ル と ポ イ ン タ Ｑ と を 示 す 図 で あ る 。 （ ｂ ） ポ イ ン タ 対 応
テ ー ブ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ス テ ア 角 度 と 周 波 数 帯 域 と 生 成 さ れ る 画 像 と の 関 係 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 ス テ ア 角 度 と 周 波 数 帯 と 生 成 画 像 と の 関 係 を 説 明 す る 図 の 他 の 一 例 で あ る 。
【 図 ９ 】 １ つ の ス テ ア 角 度 と 周 波 数 帯 と 生 成 画 像 と の 関 係 を 説 明 す る 図 の さ ら に 他 の 一 例
で あ る 。
【 図 １ ０ 】 （ ａ ） 基 本 波 帯 域 の 反 射 波 （ エ コ ー ） の 様 子 を 模 式 的 に 示 す 。 （ ｂ ） ２ 次 高 調
波 帯 域 の 反 射 波 （ エ コ ー ） の 様 子 を 模 式 的 に 示 す 。
【 図 １ １ 】 超 音 波 診 断 装 置 に お け る 合 成 画 像 の 生 成 ま で の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で
あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 図 １ ３ 】 マ ス ク デ ー タ の 生 成 方 法 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 画 像 合 成 部 の 合 成 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ５ 】 実 施 の 形 態 ３ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 オ フ ラ イ ン 時 の 処 理 の 流 れ の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 　 　 Ｔ １ 　 　 ス テ ア 角 度 テ ー ブ ル
　 　 　 Ｔ ２ 　 　 周 波 数 帯 域 テ ー ブ ル
　 　 　 Ｔ ３ 　 　 ポ イ ン タ 対 応 テ ー ブ ル
　 　 　 １ ０ 　 　 超 音 波 診 断 装 置
　 　 　 １ １ 　 　 表 示 装 置
　 　 　 １ ２ 　 　 本 体 装 置
　 　 　 １ ３ 　 　 超 音 波 ア レ イ プ ロ ー ブ
　 　 １ ０ １ 　 　 超 音 波 ア レ イ プ ロ ー ブ
　 　 １ ０ ２ 　 　 送 受 信 制 御 部
　 　 １ ０ ３ 　 　 ス テ ア 角 度 指 示 部
　 　 １ ０ ４ 　 　 画 像 生 成 部
　 　 １ ０ ５ 　 　 周 波 数 帯 域 選 択 部
　 　 １ ０ ６ 　 　 画 像 合 成 部
　 　 １ ０ ７ 　 　 画 像 格 納 部
　 　 １ ０ ８ 　 　 フ レ ー ム メ モ リ
　 　 １ ０ ９ 　 　 画 像 表 示 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

(22) JP 2004-154567 A 2004.6.3



专利名称(译) 图像处理设备，方法和程序

公开(公告)号 JP2004154567A 公开(公告)日 2004-06-03

申请号 JP2003353360 申请日 2003-10-14

申请(专利权)人(译) 松下电器产业有限公司

[标]发明人 大宮淳

发明人 大宮 淳

IPC分类号 A61B8/00 G06T1/00 G06T3/00

FI分类号 A61B8/00 G06T1/00.290.D G06T3/00.300 A61B8/14 G06T5/50 G06T7/00.612

F-TERM分类号 4C601/BB02 4C601/BB07 4C601/BB27 4C601/DE09 4C601/EE04 4C601/GB04 4C601/HH16 4C601
/HH31 4C601/HH35 4C601/JB31 4C601/JB39 4C601/JB40 4C601/JB45 4C601/JB48 4C601/JB50 
4C601/JB55 4C601/JC04 4C601/JC21 4C601/KK44 4C601/LL04 5B057/AA07 5B057/BA05 5B057
/CA08 5B057/CA11 5B057/CA16 5B057/CB08 5B057/CB11 5B057/CB16 5B057/CE08 4C601/LL28 
4C601/LL38

代理人(译) 新居 広守

优先权 2002300397 2002-10-15 JP

外部链接 Espacenet

摘要(译)

提供了一种用于去除斑点噪声的图像处理装置。 一种图像处理装置，该
图像处理装置从超声波探头以多个转向角（例如，θ1，θ2和θ3）发送超
声波，并基于来自被摄体的反射信号生成图像。 用于基于反射信号的指
定频带的信号针对每个角度θ1，θ2，θ3生成图像的图像，以及针对每个
所产生的转向角的图像以获得合成图像 提供组合单元106和频带选择单
元105，该频带选择单元105为至少两个转向角指定不同的频带。 [选择
图]图5

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/5197bbf2-c675-483a-80a8-b96bb80fd3f3
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/032827897/publication/JP2004154567A?q=JP2004154567A

